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開会　午前１０時００分 

○事務局長（庄野勝政君）　おはようございます。 

　お座りください。 

○議長（久保広幸君）　丹崎総務課長及び丹野会計管理者より欠席する旨報告がありま

した。 

──────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　これから、諸般の報告を行います。 

　議会関係諸般の報告については、諸般報告綴のとおりでありますので、御了承願いま

す。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣言 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１　会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第１　会議録署名議員の指名を行います。 

　会議録署名議員は、１番濱田議員、２番三輪議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２　一般質問 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第２　一般質問を行います。 

　通告順に発言を許します。 

　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　今年も早いことに、９月の定例会ということで、本田町政がス

タートされまして、もう半年を迎えようとしております。町長室を覗きましたら、灯り

が一つもついていなくて、コロナ感染も終了しまして、第５類に移行されまして、外勤

等にも通常どおりに戻り、大変忙しい日々が続いているのかなと思われます。 

　また、今後については町長の持ち味を生かしたバイタリティーと公約にあるトップ

セールスを積極的にされているのかなと思いまして、頑張っていただきたいと思ってお

ります。 

　町の行事に対しても一緒に参加させていただきまして、気配りとか汗など、現場で活

動している姿を拝見いたしまして、今回のこのたびの不祥事においても、目先の判断で

はなく、冷静さを持って柔軟な対応をされたのかなと理解するところでございます。 
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　今後についても、周りにはすばらしいスタッフの方がたくさんいらっしゃいますの

で、信頼の下ゆっくり行政活動に専念していっていただきたいと思います。 

　それでは、９月の定例会における一般質問ということで、今回診療所関係について、

そして福祉関連整備について、６件ありまして、町長に対し通告書を提出しております

ので、順番に進めていきたいと思っております。 

　今回は、私ども、普段あまり聞く機会が少ないことから、聞き取りを中心にお伺い

し、また、今回町長も代わりましたので、その辺の考えを含めて、この一般質問を進め

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

　それでは最初の診療所組織体制についてお伺いしていきます。 

　本町には、皆さんも御存知のとおり、医療機関として歯科診療、また町民の健康と命

を守ってくれている国保関寛斎診療所、この二つがあり、地域密着型の診療体制が引か

れております。 

　日本全国では、医師をはじめ、看護師関係に携わっている方、約２００万人弱の方が

いるといわれとります。その中で人口に換算すると、医師が１,０００人に１人というこ

とで聞いております。本町では内科、外科科目を中心に夜間診療や在宅医療に取り組ま

れ、近隣地区の病院などと連携体制の中で医療体制が組まれております。 

　そこで、質問に行く前に、町長にちょっと考えをお伺いいたします。本町の国保直営

診療会計において大変厳しい現状にあります。どこの町村においても、これは同じ課題

を持たれていることと思いますが、人口２,２００人の健康と命を守るには、必要な規模

になっているのかもしれませんが、町長はこの辺に対して、この診療体制について、ど

のように今後考えていくのか、まず一番最初にお伺いいたします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　唯一の病院ということで、陸別町ではなくてはならない病院で

あります。会計面から言いますと、２億円ほど繰り入れして、そのうちへき地の関係も

ありまして、１億５,０００万円ほど繰り入れを一般会計から入れているような現状であ

ります。何とか、この１０年後とか５年後という話でいくと、なかなか厳しいものにな

るのかなとは思っておりますが、何とか維持していきたいというところであります。 

○議長（久保広幸君）　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　町長の話にもありましたように、医療機関については欠かせな

い機関の一つでもあります。当然課題もあるのは、難しい現状に置かれているかもしれ

ませんが、現実を受け止めて、今後に向けて頑張っていってほしいと思います。 

　今後においては、患者さんが他の町に行かないように、受診に向けて、需要拡大に向

けて、昨日同僚議員からの話もありましたが、医師をはじめスタッフ一丸となって頑

張っていっていただきたいと思います。 

　それでは次の診療所の組織体制についてお伺いいたします。 

　先般、決算書の中にも出ておりましたが、診療所の直近の現状についてお伺いいたし
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ます。 

　最初に、直近の診療所の組織体制ということで、職員や専門職のスタッフの体制につ

いてお伺いします。 

　今の組織体制、人数などをちょっとお知らせいただければありがたいと思います。ま

た、現在の診療所の規模において、スタッフの数が不足気味にあるのかどうか、その辺

についてもお伺いしたいと思います。もし、それが不足でるならば、どのくらい不足し

ているのか。それと、現在派遣看護師などの協力をいただいて運営されておりますが、

その不足に対しての募集関係の取組、これはどのように進められているのか。その辺、

３点についてお伺いします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　まず、現段階の職員体制ということでありまして、数字を申し

上げたいと思います。 

　医師が２名、看護師１３名、そのうち看護師の内訳は、正職員、その中に育児休業１

人を含め８名、それと会計年度任用職員２名、それと、先ほどお話ありました派遣看護

師ということで３名、１３名です、看護師は。それと診療放射線技師ということで１

名、栄養士１名、それと調理人ということで会計年度任用職員３名の体制であります。 

　現在、正職員の看護師２名を募集しております。２名が不足しているということなの

ですが、今後この２名の不足分の含めて、診療所の医師と、この議会終わった後に診療

所の所長、副所長等といろいろ検討するような体制になっております。今後の病院の体

制、どのようにしていくかという御意見も聞きながら、そして僕の考えもあります。当

然これから看取りとか訪問だとか様々な形で陸別にあった診療体制というのをやってい

きたいという考えがあります。そこで、医師ときちんと意思疎通をしたいなと思いまし

て、日程を組んでおりまして、そこでいろいろな話になるのかなと思っております。 

　なかなか、この収支の中で、先ほどの一番最初に話なのですが、昨日も診療所の関

係、工藤議員からも質問もあったところではありますが、今アンバランスな感じには

なっていると思うのです。と言うのは、やろうとしているのですけれどもマンパワーが

足りなくてできない。やらないということではなくて、いろいろなことやろうとしてい

るのですけれども、今の看護師の、究極に言うと不足。それと収支のバランスはいろい

ろな要因があると思うのです。昨日も入院のこともありましたが、やはり人口減だとい

うところにも、ここの病院に来る方が、やはり人口減ということで少なくなっていって

るということで、なかなか黒字、赤字という形でお話していくと、なかなかこの自治体

の診療所というのは、経営の中では難しいバランスになるのかなというのは承知してい

ます。そこで何とか維持していって、今ニーズに合った病院にしていくというのが一番

大切なことかなと。そこには入院なのか訪問なのか、やはり今自宅でというか、看取り

とか、今しらかば苑のほうでもいろいろやっていただいているのですが、そこら辺の連

携をきちんとできるように、そういう体制を目指して私はいます。ただ現場のこともあ
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るので、やりたいと言っても現場のマンパワーがどういうふうになっているかというの

もきちんとすり合わせしないと、やはり看護師、医師等々に負担がかかっても、ちょっ

とまずいかなと思っている状況で、なかなか皆さんに全てにお答えできるような状況に

持っていくには、ちょっと難しい場面にはなっているのかなと思っております。 

　今後、看護師の不足に対しては、帯広高等看護学校がありまして、それと看護師養成

所などが開催する看護師募集説明会などに参加させていただいたり、学校訪問、私が掲

げているトップセールスという中に、前回も新規就農の関係も言わせていただきました

が、私自身が訪問させていただいて、それで学校と陸別が顔でつなげるということで、

そうい何かのコミュニケーションを取っていかないと、ただ募集しましたでは来てもら

えないのではないのかなという、ちょっと遠回りになるかもしれないのですけれども、

そういうアナログ的なこともこれからも交えていきたいなと思っております。 

○議長（久保広幸君）　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　今スタッフの中で医療体制ということですが、働き手がいない

という厳しい現状の中で、できれば正職員を中心に進むことが望ましいと思いますが、

とりあえず現在在籍されている方の働きやすい環境に十分努めていただきまして、一刻

も早く適正な運営のできる、進むような形で持っていっていただきたいと。 

　それと、今町長のお話聞きまして、ちょっと安堵感ついたところでございます。ゆっ

くりこちらに住み着いていただけるような形の中で整備していっていただければありが

たいと思っております。 

　それでは、次の項目の入院体制についてお伺いいたします。 

　この件についても、初めの質問に関連しつつありますが、せっかくの機会なのでお聞

きしていきたいと思います。 

　本町では生活習慣病の発症予防、生活習慣の改善、また心の健康予防、ケアについて

健康づくりの事業を中心に、自分の健康は自分で守るという意識の向上を基本に政策を

掲げられております。健康指導や健康相談などを実施する中で、特定健診においては本

当にすばらしい活躍があり、振り返れば全道自治体３位、また十勝では３年連続１位と

いう、保健師の皆さんの努力によって現在も継承されております。 

　私も日曜日にこの特定健診を受けまして、大変安心しております。いろいろな症状が

昨年見つかりまして、ここの健診を基にかかりつけの外の病院に行きましたら、早めの

処置をしていただいたということで、大変、この場を借りて感謝したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

　毎年の特定健診を受診して、保健師の皆さんもアドバイスをいただき、健康予防がで

きておりますので、同時に住民の健康拡大に向けても、さらに輪が広まるように、私期

待しております。 

　できるだけ治療で、通院しても入院しないような健康管理体制は整えていきたいと、

これは皆さんそれぞれに思うことだと思います。 
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　本町における診療に対する入院についても、昨年、１６０人と、１日当たり０.４人と

いうことで、入院されていない月日も決算書を見ましたらありました。逆に数値が低い

ことは健康な方が多いのかなと理解しますが、現状についてはまだちょっと分かりかね

ないところがございます。 

　そこで、本町の診療所には病床ベッドの数というのはどのくらい整備されて、また現

実的に今の診療所の規模で考えると、この入院するベッド数に対してのスタッフの体

制、これはどのような状況にあるのか、足りないのか、多いのか。それとあと、今年

度、ここ直近の診療所の入院についてどのような現状にあるのか、その辺、直近です、

お伺いします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　まず、ベッド数は１２床あるのですが、発熱外来と診療区域と

して、発熱外来でちょっと区分けしておりますので、一般入院は８床ということで受入

可能であります。 

　入院時におけるスタッフの現状についてということで、日勤帯については病棟の担当

看護師は２名配置しております。看護師不足ということもありまして、外来の診療のサ

ポートも併用しています。その中で、患者さんが入院中だとか、診療を受けて入院加療

が必要だとかというときには、外来のサポートから外れていただいて入院のほうに専念

してもらうという体制を取っております。休日・夜間は看護師２名体制で基本となって

おります。平日の夜間、入院患者がいないときは、看護師の勤務シフトによっては看護

師１名、そして別の１名は自宅待機をしていただいております。救急の来院などで２名

体制が必要だというときには出勤させるという体制を取っております。 

　先ほど来申し上げておりますが、看護師が不足しているということもありまして、こ

ういうふうに工夫をして今体制を取っているというところであります。なかなか働き改

革等々、無理をさせたくないというところがありまして、自宅待機だとか、必要に応じ

てだとかということなのですが、その体制でもかなり看護師の皆さんは頑張って維持を

してもらっているような体制であります。 

　もう一つ、今の入院の現状は、入院はゼロです。 

○議長（久保広幸君）　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　病床ベッドの整備環境、整っていることは大変ありがたいので

すが、早く安心して満度に動かせるような体制づくりに進めていっていただきたいと思

います。 

　それでは、次の発熱外来の取組についてお伺いいたします。 

　遡れば２０１９年１２月１日、中国においてコロナ感染症が発症いたしました。そし

て、今も終息のつかない状況にありまして、今年の５月８日から第２類、これは重症急

性呼吸症候群と決めて、それから第５類、これはインフルエンザと一般的な扱いに移行

されたということで、大分軽減された現状に戻っております。 



― 8 ― 

　７月から８月にかけて、このコロナ感染症ですが増加傾向にありまして、道内にある

３０箇所の保健所において、この時期においては、十勝管内の保健所においては道内で

５番目に多いということでございます。厚生労働省も各都道府県にちょっと忘れてきた

ような状況にありますが、再度、外来診査等の逼迫、それと医療体制の確保について万

全を尽くすようにということで、各都道府県に申し出されております。 

　現在、本町の診療体制においても月曜日から金曜日までの午後３時から発熱外来の受

診体制が引かれております。昨日の同僚議員からの話もありましたが、行ったらすぐ帰

されるというような声もありまして、診療については、私は基本的には医師の診断を受

けて、初めて診療体制だと、そのように思っておりますので、そのような話のないよう

に、小さな町だからこそできる診療体制、この整備の在り方にぜひ取っていっていただ

きたいと思っております。 

　そこで質問になりますが、最近第２類の体制と第５類の発熱外来の体制の枠組、これ

はどういうふうにされているのかどうか。 

　次に、例えば基本的には発熱外来というのは電話連絡を取った後で指示に従って行く

ということになっておりますが、例えば電話なしで発症が出たということで病院に行っ

た場合についての、その辺の対応について、先日同僚議員からも言われたけれども、診

察しないで帰されるというお話も聞いておりますので、その辺ないようにしていただき

たいと思います。 

　それと、この発熱外来で診療されている直近の受診者数、現状どのくらいの方が受診

されているのか、その辺についてお伺いいたします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　まず、第２類のときと同じ対応なのかというところからです

ね。基本的には同じです。議員おっしゃるとおり、５類になっても終息しているという

状況ではありませんので、感染力は強いのは皆さん御承知のとおりであります。インフ

ルエンザを含めた感染防止の観点から、他の患者さんと区分をして受診をしていただく

というのは今までどおりであります。 

　それと、連絡なしで受診できるのかということであります。発熱外来は基本的に電話

予約、電話で相談していただいて受診するという形であります。ここが基本でありま

す。これはやはり感染防止の観点からそういうふうにしていただきたいということがま

ず基本にあります。事前連絡なしで来ていただいて、先ほど来の見ていただけなかった

とか、いろいろなことってある状況があったのかなと思うのですが、なるべく臨機の対

応を取っていこうという形でありますが、連絡なしで来院された場合の対応なのですけ

れども、患者さんのいる、いないとか、診療の状況だとか、本人の状況だとか、そうい

うのを聞き取りをして、状況を見て対応を臨機応変というか、臨機の対応を取っている

というのが現状なのですが、やはり患者さんが思うことと体制のところで不一致になる

ということだと思うのですけれども、そこは連絡ないから帰ってくださいとかというこ
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とではなくてというような対応は取っております。そこの内容がちょっと僕の耳にまで

どういうことだったのかなというのがちょっと入っていないので答えることがちょっと

なかなか難しいのですけれども、基本的にはそういう体制でやらせてもらっておりま

す。 

　それと直近の受診者数ということで、発熱外来の受診ということで４月は２０日開設

して１１人。５月は２０日開設して４３人。６月は２２日開設して３５人。７月は２０

日開設して３９人。８月は２２日開設して３８人となっております。４月は落ち着いて

いたのですが、５月以降は１日の平均が１.８人ということでありまして、多い日は１日

６人が受診しております。新型コロナ感染症に罹患した事例も受けておりますので、引

き続き、先ほど来言っておりますが、５類になって少しずつ日常生活も取り戻してきて

いるのかなと思うのですが、反面、やはり陸別町でもこういう事例も出ておりますの

で、病院の体制というのは、なかなか急激に変えることはできなくて、今も慎重にやっ

ているというのが現状であります。 

○議長（久保広幸君）　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　大変ですが、人口の少ない町の唯一の医療機関ですので、地域

密着型であって、住民の通院、入院のできるような場所として臨機応変に対応していた

だきたいと、このように思っております。 

　それでは次に、福祉関係の整備に関する緊急通報システムについてお伺いいたしま

す。 

　この事業については、高齢者世帯、またひとり暮らし世帯、それとか障がいを持たれ

る方、在宅の生活の不安な方にとっては大変安心して生活のできる事業だと思っており

ます。安否確認に寄り添った対策支援事業だと思っております。この通報機器も毎年私

は流動的な環境にあると思っております。 

　そこで、令和４年度の決算の中にも出ておりましたが、ここ直近の緊急通報システム

の設置状況、直近、これは今、現在どのくらいの方が設置されているのか。それとま

た、これに設置するための１機当たりの費用というのは実際どのくらいお支払いになっ

ているのか、かかっているのか。それとまた、この緊急システムを実際に使用された件

数について、どのような状況になっているのか。これは遡ってもよろしいです。その辺

ちょっと、この３点についてお伺いいたします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　緊急通報システムの現状についてということでありまして、ま

ず、利用者、設置数、２１名の方が御利用になっております。それと、設置費用、これ

が工事費用とかも、利用者負担はありません。電話回線とか使ったりすると、その通話

料等々というのは普通にかかってきたりとか、その付け方によっては、そういうものは

かかるのですが、設置だとか工事費というのは全くかかりませんので、今２１名利用に

なっているということでございます。 
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　このシステムがどういうシステムなのかということでありますが、ボタンが三つあり

ます。緊急ボタンと外出ボタン。外出ボタンは１２時間たって、例えば押されなかった

らとか、そういう外出ボタン、外出するときのボタンが一つあります。それと、相談ボ

タンもあります。それと、あとセンサー、センサーは二つありまして、人感センサーと

煙のセンサーで二つあります。異常を感知した際は、コールセンターに通報が入るシス

テムとなっております。 

　それで、令和４年度の通報件数をちょっとまとめてみたのですが、２７件でありま

す。この内訳なのですけれども、停電とかでも反応がしたりするので、そういうときに

誤った通報が行ってしまうこともあります。それが１６件です。残りの１１件、２７の

うちの１６なので、あと１１件ですね。残りの１１件は誤ってボタンを押したりとか、

薪ストーブとか、調理中の煙とかで、煙の先ほど言っていたセンサーが反応しまして通

報になったということで、現在重大な事例はなかったということであります。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　今のお話聞きまして、本当に使われていない現状だということ

で、ちょっと安心しておりますけれども、今の状況だからといってしないというふうに

はならないと思いますので、このまま、高齢者にとってはいい事業だと思いますので、

継続的な支援をお願いしたいと思っております。高齢の方とか障がいを持たれている

方、健康上に不安のある方にとっては、本当に力強い味方だと思っておりますので、先

ほど言ったように継続の事業とするような形でお願いいたします。 

　次に、Ｊアラート、愛の鐘による防災行政無線システムによる個別小型受信機設置に

ついてお伺いいたします。 

　実は、この件については以前、先輩議員より提出された事案でありまして、金銭の関

わる件については、私自体、本来は差し控えたいのですが、高齢者の方複数からお話が

ありまして、また町長が代わりましたので、この辺についてお伺いしたいと思いまして

提出させていただきました。 

　この防災小型無線機の自宅設置については、御存知のとおり、管内では音更町、幕別

町をはじめ、近隣の足寄町など、他の町村においても、高齢者などの生活の不安を守る

ために、個別的に設置されているというのが現状でございます。最近では、皆さんも御

存知のとおり、台風７号をはじめ、７月に入りまして、富山県、北九州、また秋田、最

近は梅雨前線によって線状降水帯、この影響ということで、非常に動かないで、その場

所で大雨を降らせてしまうという災害が起きておりまして、また、今月の７日、福島県

において豪雨災害、死者も出るような状況になっております。また、今年７月７日、午

後１０時４４分、珍しく陸別町を震源地とした、規模は小さいのですが気象庁の地震の

発令も出ております。今年は世界的に見ても異常気象により、今以上に大雨、また自然

災害、地震、台風、北海道においては吹雪など、本当に今後気象の変動が起きてくるの
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かなと。ここにおいては今以上に自然災害による対策が、私は講じていく必要があると

思っております。 

　また、来月、本町においては町の防災訓練が予定されているということで、この中で

もいろいろな形の中で指導があるかと思います。 

　そのような状況の中、防災用小型個別無線機の設置の要望の中には、最近住宅、公住

についても家の機密性が非常によいということで、Ｊアラートとか、国の緊急通報と

か、町で流す愛の鐘による発信の言葉が聞こえない、聞き取れないということで、特に

高齢になると耳が遠く難聴になり、緊急時に非常に困るというお話を聞いております。 

　本町は前町長のときにも地形環境が悪くて非常に陸別においては付帯工事に巨額な工

事費用がかかると言われておりますので、私もこの辺については控えめな形にならない

立場なのですけれども、お年寄りからそのような話がありましたので、この場で提案さ

せていただいたわけでございます。 

　そういうことで、町長が代わりましたので、複雑な立場の中で町長に質問いたしま

す。このことについての考えを答弁してください。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　いろいろこの間にも議論がなされてきた件かなと思っておりま

す。風向きによっても、いつも聞こえる音が聞こえなかったりだとか、愛の鐘に関して

は、本当に１００％皆さんに聞こえるようにするというのがなかなか難しい現状なのか

なと。僕も外で歩いていて、風向きが違うと、いつも聞こえる音が聞こえないのだなと

いうのも実感をしているところであります。個別無線機の重要性というのも、足寄町、

先ほどおっしゃっていましたが、義理の母もいるので、そこの重要性も分かっておりま

す。どうするのかという話になっていくと思うのです。 

　それで、この戸別受信機の件については１０年ほど前から議論がなされて、金額の面

等々の考えの中から、愛の鐘を整備をするという政策になりました。平成２９年から４

年間にわたって、防災無線、愛の鐘をデジタル化と野外スピーカー、１２箇所を更新し

ております。この事業日が１億１,８０６万３,０００円をかけております。この後に個

別を付けたらどうなのかとか、光ファイバーの話をするのですが、きっとそのときにこ

ういうお金のことの中でこの道を選んだのかなというのはこの後の話にはなると思うの

ですが、まず、個別受信機を設置するということであれば、事業費が１億１,４００万

円。これを付けたところで受信エリアが８割であり、やはり受信できない地域が残りま

す。光ファイバー網で利用する方法があるのですが、これはきっと賄えると思うのです

が、これは２億円ほどかかります。この財源ですが、補助金もないということで、検討

されてきた結果、現在に至ったのかなと思っております。時の政治判断なので、そこで

１億数千万円投入するか、どうするかとか、光ファイバーにしたらどうするのかという

議論がなされて今に至っています。 

　じゃあどうするのかという話、聞こえない人はそのままでいいのかという話にもなっ
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てしまいますし、どうやってアプローチしていったらいいのかという話なのですが、聞

こえないというのは、緊急時は間違いなく防災無線も鳴らしますが、広報車等を動かし

て、きちんとした対応を取れるのかなと思っております。この間もそうだったのですけ

れども、暑さのことで緊急時というのはそういうのも起こると思うのです。回覧板で回

すレベルではなくて、今日保健センターを開放していますよだとかということも放送さ

せていただいております。そのときは、今やれる方法が何かということは持ち合わせて

いないのですが、役場のほうにどんな情報でもいいので聞こえなかったということで連

絡もいただくのも構わないかなと思っております。今のところ、全部に聞こえるように

ということでやろうとすると、なかなか策がないところでありますが、今後、やはり安

心・安全という面からどうしていったらいいのかということをしていかなければいけな

いのかなと。行政報告でも申し上げさせていただきましたが、７７世帯の８０歳以上の

独居老人、安否確認と水も配らせていただきましたが、小さな町だからできるやり方も

あると思いますので、そこら辺を今後研究・検討していきたいなと。 

　了解いただきたいのは、こういう流れで今の愛の鐘がこういうふうに整備されたとい

うところも御理解いただければなと思っております。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　３番渡辺議員。 

○３番（渡辺三義君）　今のお話聞きましたら、いろいろなことを取り組まれてきた結

果の末に補助金も付かない、その中で何ができるかと言ったら、これから、今町長が言

われましたように、職員の方も大変ですが、ぜひ御尽力いただいて、一人でも大きな災

害に巻き込まれないような状況の中で対応していっていただきたいと思います。 

　また、この件については頭に入れておいていただきまして、こういうお話もあるとい

うことだけは忘れないでいてほしいと思っておりますので、大変ですけれども、よろし

くお願いいたします。 

　それでは、最後の質問になりますが、電話サービスによる安否確認の現状についてと

いうことで、ちょっとお伺いいたします。 

　本町では高齢者等に向けた事業の中で、介護予防に関する事業、また介護保険を用い

た事業など、幅広い分野の中で支援事業を取り組まれております。特に本町では、高齢

化率も８月現在では６５歳以上の方が人口の約３８.２％と、私もこの中に入りまして、

上昇傾向にあります。今年みたいな異常気象による猛暑日が続くと、特に高齢の方をは

じめ、一般の方にとっても熱中症、また危険さらされた日々が続いていたことと思われ

ます。今回、町長の話の中に先般ありましたが、猛暑により町内で７７件の安否確認を

したということで、この取組については大変良策で、前進された感じの中で行動されて

いるということで確認をしたところでございます。 

　そこで、本町では介護保険以外のサービス事業の中で、ちょっと目に止まったのが、

電話による安否確認ということで、週３回程度行われて、その中で健康状態とか、そう
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いうことも聞き取りされているということを聞いております。その実施状況について、

これによって該当者はどのくらいの方が対象者となっているのか。本来であれば電話確

認も大事ですが、先ほどの今回の７７件、こういう安否確認も非常に取組としては一

番、目で見て把握できるというような形で間違いないとは思うのですが、この辺につい

ては人手とかいろいろな時間の関係が要されますので、できるだけそのような形の中で

進めていってもらったほうがいいのかなとは私自身思っております。そういうことで、

とりあえず実施状況と該当者数についてお伺いいたします。 

　最後に、町長にお聞きしたいのは、高齢者が長く安心して住み続けられるまちづくり

について、どのように考えているのか。この辺をお聞きしまして、私の一般質問を終わ

ります。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　今議員おっしゃるのは、社協のサービスの関係でよろしいです

か、だと思うのですが。電話サービス、平成１８年度にスタートしておりまして、おお

むね６５歳以上のひとり暮らしや老人の夫婦世帯を対象としております。先ほど週３回

とおっしゃっておりましたが、月、水、金に電話を入れることを基本としております。

安否確認はもとより、困りごととか相談ごとということもいただいておるところでござ

います。連絡がつかないときは訪問確認も行っているところであります。現在、利用者

は６名おります。社協とか地域包括センターとかで対象者となる方にお声がけをしたり

しておりますが、皆さん、私はまだ大丈夫というような形でおっしゃっておられる方が

多いというように聞いております。このサービスの提供には、まだまだ十分余力があり

ますので、もしこういう方がいますよとか、こういう対象者というか、おおむねという

ことなので、困っている方とか、そういう方がいらっしゃったら、御紹介いただければ

というところで聞いております。 

　今後、この町の高齢者等々、住民の皆さんもそうなのですけれども、やはり今回もす

ぐ僕が判断をして、副町長にこういうことだと、内幕のことを言えば安否確認のことに

しても、こういう自分の町民の皆さんと触れ合っている中のいろいろお話している中に

はこういうことなのだということで、不安を感じたと、今回この暑さも災害だというこ

とで職員には言っているのですけれども、災害の一つだと。今年の教訓でまた来年どう

すべきかということも、もう話をしております。そのとき、先ほども言いましたが、す

ぐ副町長に指示しまして、安否確認等々、お水、話の流れからいくと、すごく不安だっ

たということもあったりとか、お水の１本でもとかというお話も、いろいろ私のところ

に電話でも何でもいろいろ来ました。やはり不安なのだなというところも分かったの

で、すぐ朝一で指示して、その日にもう昼からは保健センター職員も、それと消防署員

が一斉に、リストも集約して動いていきました。やはりそういうのはきちんとトップダ

ウンというか、自分の感覚の中に指示して、前例がないからという動き方もしたくもな

いので、もちろん職員等々は大変だったと思うのですけれども、やはりそういうのが、
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ここの町が小さな町だからこそできるというところで７７件が多いのか少ないのかとい

うのは置いておいても、そういうまちづくりをしたいと。 

　そこで何ができるのかということなのですが、やはり寄り添うということが一番大事

なことで、心配ごと聞いて、また、そこでどうしていくかということにしていかなけれ

ばいけないなと思っておりますので、これからも様々な意見を聞きながら、瞬時に対応

できるものは対応して、これからまちづくりをしていきたいなと思っております。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　それでは、１１時５分まで休憩いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１０時４９分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時０３分 

○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　一般質問を続けます。 

　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　今年行われました統一地方選におきまして、町議会議員に当選

させていただいてから初めての一般質問をさせていただきますが、このような場は不慣

れなため、うまく説明できない部分もあろうかと思いますが、今現在の率直な町長の考

え方を伺わせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

　今回、私からは通告のとおり、陸別町の基幹産業でもあり、昨今、その経営が非常に

厳しい状況にある酪農・畜産の関係について、いろいろな角度から質問させていただき

ます。 

　初めに、陸別町が進むべき道筋を明らかにする指針である令和２年３月策定の第６期

陸別町総合計画の中から農業振興の農業生産基盤の充実について質問をいたします。 

　まず、策定当初の令和２年から現在の３年間における情勢の変化について振り返りた

いと思います。 

　策定しました令和２年というと、新型コロナ蔓延の初めの年でもあり、パンデミック

と言われるほど世界中で感染が拡大し、都市封鎖する国が現れたり、各国の国策で外出

が自粛されたり、日本の国内においても連日メディアにより外出自粛が報道された感染

への恐怖の始まりの年でもありました。その関係で国民の生活環境が大きく変化し、酪

農においては外出自粛や学校の閉鎖などによりまして、牛乳の消費が減り、脱粉、バ

ター等の加工原料乳への移行が進み、生乳の生産過剰の兆候が見えてきた年でもありま

した。 

　国はコロナ発生前から酪農クラスター事業等によりまして、酪農・畜産の大規模化を

推進し、また、かつてない想定外の工材価格高騰によりまして、高額投資ではあるもの

の酪農の明るい兆しを下に生乳の増産体制に力が入っておりました。 

　そのような状況にもかかわらず、生乳の生産抑制は令和４年、１６年ぶりに実施され

ることになり、さらに令和４年からの１ドル１５０円以上になる円安、石油や原料、価
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格高騰、それに伴い化成肥料と、あらゆる肥料の価格高騰、そしてウクライナ情勢から

穀物価格が高騰するなど、酪農・畜産を取り巻く情勢は３年間でまさに天国から地獄へ

と大きく変わってきております。 

　通常、酪農経営は多少の経費の上昇分については利益が薄くなっても収益を上げれば

経営は何とかなるという状況にはあるのですが、生産抑制で収益を上げられない状況に

おいて、酪農経営を維持する全ての経費が上がるということは致命的で、なおかつ再生

産が確保できない状況にあるのが今の酪農・畜産の現状であります。 

　５月１９日、ＪＡ陸別町の定期総会におきまして、陸別町農協青年部から物価高騰対

策及び生乳の生産抑制の撤廃を国に求める特別決議案の要請が提出され、全ての出席者

の賛同を得ております。内容につきましては、一つとして、配合飼料価格の高騰、電気

料金価格高騰、それらによりまして、経産牛１頭当たり１０万円の補償。二つ目といた

しまして、肥料価格の高騰に対する国の補填は一律１.４としているが、現実は平均１.

８であるということで実態に沿うこととすること。それから三つ目は、酪農家の全国的

な減少に伴う生乳生産減少により、生産抑制の撤廃をすること。この三つを北海道議会

議員、政府、国会議員に対して、持続可能な農業実現のために対応を要請をいたしてお

ります。 

　８月中旬にＪＡ陸別町の組合長と話をすることがありまして、聞きますと、８月上旬

までは誰一人として返事はなかったということを聞きました。農業後継者の意見という

のは非常に重要なことではないかと、私は考えております。農業後継者の言う単年度の

経営損失、それらをカバーできるのは、このような一部補填というようなことになるの

でしょうが、酪農後継者である農協青年部が一番期待したいことは、持続可能な経営を

続けるために生産抑制の撤廃であろうと思われます。 

　また、７月２３日の北海道新聞の一面に２０２２年の酪農の収支が掲載されておりま

した。全道の酪農家の１戸当たり平均農業収入の合計は８,５３８万円、それにかかった

農業経費は８,６２５万円、農業経費のうち飼料費は３,７１８万円、したがって農業所

得はマイナス８７万円となり、借入金の償還はもちろんのこと、家計費も出てこない状

況だったと載っておりました。 

　通常ですと乳代における飼料費、これは乳飼費と言いますが、約３０％をめどに経営

を行っております。しかし、この新聞で取り上げている２０２２年は乳代における飼料

費、つまり乳飼費は４３.５％でございました。このデータで２０２１年と比べますと、

農業収入は４.５％の減、農業経費は８.７％の増、うち飼料費は１８.４％の増で、農業

所得は２０２１年が１,０５０万円の黒字だったということから、２０２２年は１,１３

７万円の減少、つまりマイナスであったというようなことになっておりました。 

　一方、この新聞が取り上げたのは、小規模で行う放牧酪農の４戸の平均と全道の酪農

家の１戸当たりの平均収支との比較では、小規模放牧酪農のほうが酪農経営の持続性が

あるという内容でございました。投資をして多額の借入金を返済している状況では、今
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さら放牧への経営方針の転換を行うには、農地の面積と牧場の立地条件を勘案すること

が必要な上、経費もかかり、無理な話であろうと思います。しかし、放牧にしろ、つな

ぎ飼いにしろ、またフリーストールにしろ、共通して穀類の給与を減らす手段と肥料代

を減らすという手段は不可能ではないと私は信じております。 

　第６期総合計画の農業振興の農業生産基盤の充実では、計画的な草地・畑作整備、そ

して草地更新と畑作整備にバイオガスプラントから出る消化液と残渣を有効に利用し、

生産性の向上を目指すと書かれておりました。これについては私も有効な手段であると

思っております。 

　この３年のめまぐるしく変化した世界、国内の環境と諸情勢の中、酪農においては、

たった３年でかつてない危機的な状況にある中、第６期総合計画の農業生産基盤の充実

に関して、町は今見直しが必要な施策があるのか、さらに新たに進めるべき施策が出て

きているのか、まず町長にお聞きしたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　今、工藤議員がおっしゃられたとおり、私も選挙で回らせてい

ただいて、もう本当にひしひしとそういうことを感じているところであります。収入が

例えば１億円で経費が１億１,０００万円かかって、簡単に言うと１,０００万円の赤字

だと。五三八はじいてでないですけれども、おおよそそういうような話が、簡単にとい

う言い方ではないのですけれども、こんな状況だと、もう本当に成り立たないというこ

とですね。それと設備投資した人たちのお話でいきますと、やはり借金というか、融資

を受けてやられた方たちは、利益を出して払っていくのですが、その分も、先ほどの話

では出ないということであります。 

　そこで一番ネックになってくるのは、必ず売上があると利益がどうであれ、売上に対

しての消費税等々もかかってきますし、固定資産税もかかってきますし、そうすると多

分今の数字以上のものの現状というのは、僕自身分かっているつもりであります。そこ

ら辺の今の収入、飼料、３０％で抑えなければいけないとか、それが四十何％になって

いますというのも、そこもあります。いろいろな分析の仕方があると思うのです。なか

なか固定資産税を減免してほしいだとか、いろいろな御意見も聞きますが、やはり僕の

スタンスとしては、やはりいただくものはいただいて、そういう引き算方式ではなく

て、これからの農業というのは引き算ではなくて、やはりきちんともらうものはもらっ

て、そして農業政策をしていくというのが僕のスタンスであります。 

　第６期総合計画ということで、これは陸別町の１０年後のあるべき姿ということであ

りまして、進められてきて、今御説明のとおりであります。いきなりコロナという本当

に得体の知れないこのウイルスで、まだ先ほどの渡辺議員の質問の中にもありました

が、終息もしていないような状況でありまして、今１０年後のあるべき姿というのは、

これは総合計画できてるのですが、イレギュラーなこと、想定外のことが起きる、その

ときに行政がどうすべきかということで、今までの農業支援を申し上げますと、令和２
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年から令和４年にかけて利子補給、これが約９,０００万円、そして農業者緊急支援とい

うことで、１頭幾らとかということで、令和２年には１頭１,０００円、令和３年には

３,０００円、令和４年にも３,０００円ということで、大体９,０００頭から９,５００

頭くらい、全部入れると、陸別町の頭数、馬とか全部入れると大体九千何百頭なので、

１,０００円にしても９４３万円とかというものを合計していくと、大体３年間で６,５

００万円くらい。それと基盤強化対策ということで、後の話にも出てくると思うのです

が、草地の簡易更新等々で１,０００万円の中の５００万円、それが令和４年、令和５年

と５００万円ずつ、今年も当然予算化しておりますので、ちょっと後の話も出てくると

思いますが、そのお金は１,０００万円。そして飼料等の高騰ということで、ジャスター

経由にはなるのですが１,５００万円。この３年、プラス、今年度の５００万円を入れま

すと１億８,０００万円ほど農業支援ということで。これはコロナ臨時対策交付金という

ものも活用して町がやれることということでやってきました。決してこれが十分だとは

思っておりませんが、やはり町が実際、私たち町ができることというのは、やはり限界

があります。 

　ただ、もう既に工藤組合長等々とお話をちょっと前にもうさせていただいて、やはり

今第一次産業、商工でも全部あるのですが、そこをひいきしてということではないので

すが、この現状の中で、やはり僕が肌感で感じた農家さんからの声というものもありま

したので、僕のほうから懇談をしてほしいということで、もう既にやっております。そ

れで、今後に向けて、現在も詰めているところではありますが、間違いなく政策は打っ

ていこうとは思っているのですが、もう少しちょっと詰めが必要なので、今ここでどう

だということはないのですが、今までやってきたこともありますので、ここのことを参

考に、また検証しながら、１頭幾らがいいのかとかという話もありますし、利子補給が

どうだとかという話もありますし、それをやっていかなければいけないのかなというの

を今ちょっと詰めて、それで一番いいタイミングのときにきちんと、定例もあります

が、９月もありますし１２月もありますが、それを待ってということでもなくて、必ず

必要なときには臨時議会も開いたりとか、そういう御約束もさせていただきました。タ

イムリーなときに生き金を使って、きちんと政策をしたいというのが僕の気持ちにあり

ますので、今、今回９月では出させていただいていないのですが、タイミングを見て、

きちんとした形で打ちたいなと思っております。 

　それと先ほどの農協青年部のお話で要望書の件も、今後自治体では限界だということ

がありまして、地域政策懇談会等々、国、道とかという、何々党、何々党とかいろいろ

あるのですが、そういうのに参加させていただいて、組合長とも同席することもあった

のですが、そのお話を組合長も要望出しても返事が来ないと、どうなっているのですか

というお話もしたときに、一緒になってではないですけれども、やはり要望いただい

て、やはりそこでちゃんと返事をしたりだとか、何でもかんでもやってということでは

ないのですけれども、やはりこういうことはできないだとか、そういうやはり対話とい
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うのは必要ではないのかというのも、僕自身も同じだなと思っております。やはり今皆

さんが本当に非常に大変な状況になっていますので、国、道がやること、自治体がやる

ことを分けて、私たちにも財源もありますし、様々な補助金こともいろいろ研究しなが

らやっていきたいなというのが今の現状であります。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　町長の先ほどのお話、町と酪農家の関係については全く町長と

私と同じ気持ちでございます。また、今まで１億８,０００万円の支援、これについては

非常に頭が下がる思いでございます。ありがとうございます。しかしながら、まだまだ

基幹産業として町のほうに言わなければならないというようなことがございますので、

言わせていただきたいと思います。 

　実は昔から所得の高い酪農家は草地がいいという話を聞きます。実際、草地につきま

しては５年から６年周期で更新されることがよいと言われております。今陸別町の草地

更新状況を確認することについては、圃場単位でありますため困難ではありますが、現

在陸別町の草地面積は３,０７０ヘクタール、うち放牧地は１４３ヘクタール、トウモロ

コシサイレージのコーン畑は８３５ヘクタールだと、農協のほうから聞いております。

令和４年の草地更新は簡易更新と道の道営事業、合わせて１１８.５ヘクタールだと、こ

れも聞いております。陸別町の草地を６年周期で更新するためには１年間に５１１ヘク

タールを行なわなければならないということになります。農地利用、循環型酪農を強く

進めることは酪農の未来づくりにもなると考えております。 

　お聞きしたところ、草地の整備事業は道営事業で陸別第２で行われております。この

事業は障害物除去によりまして、草地改良がメインで、当初から参加する必要があり、

また途中で参加することはできないというような事業でございます。しかし、令和６年

からは草地改良を基本とした陸別第３の草地整備事業が始まるというようなことでござ

います。完全草地更新を望む酪農家、畜産農家に対しましては、計画的な更新を進める

べきだと思っております。 

　また、陸別第２の草地整備事業から言えば、補助事業で酪農家負担は２５％でありま

す。パワーアップの事業の暗渠整備と合わせますと１２.５％の自己負担で終わるという

ことも聞いていますが、事業費１,０００万円の事業ではパワーアップ事業で暗渠事業を

行って１２.５％の自己負担は１２５万円ということになります。これを資金対応として

も、今の酪農の情勢ではその償還が困難な状況であると考えます。 

　現在、簡易草地更新については、町から５００万円、農協から１,０００万円というよ

うな、総額で１,５００万円の助成があります。実際には１０アール当たり、更新に当た

る部分が５,０００円と、種子代が１万円程度の助成であると聞いております。簡易更新

に必要な除草剤、土塊剤、肥料代、種子代、合わせると、作業代を除いて１０アール当

たり、幾ら安くても種子代だけにしても約１万円。また、除草剤、土塊剤、肥料代、種

子代を合わせると、全てをやるということになりますと約２万５,０００円、単当たりか
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かるということを既に聞いております。生乳の生産抑制の今だからこそ、１圃場、５年

から６年感覚で草地更新を計画を、これが重要なのですけれども、草地更新計画を策定

するとともに、簡易草地更新に必要な除草剤、土塊剤、種子代、肥料代、またこれにプ

ラスバイオガスの消化液、これらも経費の負担の軽減を図り、将来的に酪農家が購入飼

料費を削減することで収益性をアップし、農地全体のレベルアップと有効利用を図るた

め、この草地更新にさらなる補助を検討すべきであると考えますが、町長のお考えはい

かがなものでしょうか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　草地整備、土、非常に大切なことだと思います。ここがきちん

とならないと、餌も牧草も栄養のあるものも出てこないので、非常に大事だなと思って

おります。こういう部分にもどういう形で支援というか、できたらいいのかなという部

分は持ってはおります。今までの歴史上というか、この２年間、農協といろいろお話を

しながら、先ほど１,０００万円と言ったのは総額１,０００万円で５００万円を町、と

いうことは５００万円農協と町で５００万円ずつという意味で１,０００万円という簡易

更新ということであります。議員おっしゃるとおり、今の道営事業等々で、きっと３,０

７０ヘクタールを６で割ると５１１という意味ですよね。そうやると、今の計画ではで

きないということだと思います。この事業、平成２７年から令和２年にかけて陸別地

区、８７４ヘクタール整備して、令和３年から令和７年にかけて、先ほどおっしゃいま

した第２地区、陸別第２地区４８２ヘクタール整備する計画になっております。この

ルール等々は議員おっしゃるとおりで、先ほどの説明のとおりかなと思っております。 

　そこで、補助金事業なので、いろいろな縛りもありまして、先ほど御説明いただいた

とおりの２５％の負担で云々かんぬんというところになっていくのですけれども、じゃ

あどうしていったらいいのかということの中に、やはり簡易更新ということのほうに補

助という形を取ってきたのかなと。これからも当然取るつもりでありますが、そこで

じゃあこの５００万円の補助が高いのか安いのか、もっとなのかという話に、というと

こだと思うのですけれども、ここはもう少し農協とか、あと中山間ですね、陸別集落、

あと普及センターなど関係機関と協議をさせていただきたいなと。決して出さないと

か、出すとかという話の今の状況ではなくて、今の状況把握もしたいなと。それと、圃

場も現状把握もきちんとしながら、今農家さんに対してどういうことになっているのか

と。先ほど言ったように収入の多い人は畑もよくて、当然更新もまめにやっている。

じゃあ、ちょっと経営が今ちょっと厳しい人たちはそこにまで手が回らない。じゃあそ

こにどう手を差し伸べるのですかという話だと思うのですけれども、そこはいろいろ、

平等性のこともありますし、いろいろなこともあると思うのですが、今の道営事業のと

ころでいくと、ちょっと限界値が来てしまいますし、今の言った５１１ヘクタールをど

うしていきましょうかという更新にはなっていかないと思うので、そこは簡易更新とい

うことで、そこは御理解いただきたいなと。町はどういうふうにしていくかというの
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は、ちょっと詰めさせていただいて、今年度は５００万円ということで付けて、おりま

すので、今後ちょっと状況を把握させていただきたいなと思っております。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　状況として、まず、今多くの酪農家、畜産農家の所得が上が

り、町全体の生産が上がるということにおいては、この基盤整備というのは大きな、町

にとって大きなプラスになると私は思っております。そして、また関係機関の協力によ

りまして、今後指導体制を強化しまして、これが必要だと思うのですけれども、農家別

の草地更新台帳、これを策定しまして、そして関係機関、農協、普及センター、町、こ

れがまとまって、農家巡回の徹底をしていただきたい。そして、草地改善から酪農家の

所得を改善するというような考え方で、その体制をつくっていただきたいと考えていま

すので、よろしくお願いいたします。 

　次に、通告の２番目、農業経営の改善のほうに進みたいと思います。 

　先ほど、農業生産基盤の充実の質問でも言わせていただきましたが、放牧でもつなぎ

飼いでも大型のフリーストールでも、農業経営の改善の必要な、重要なのは乳牛に給与

させる管理された農地から収穫する粗飼料であるということは、これは間違いないと

思っております。酪農経営は土づくり、草づくり、牛づくりの、これが基本となり、そ

の全てを酪農家は常に勉強し、研究し、さらに失敗もしながら行っているというのが今

までの現状でございます。しかし、規模拡大などによりまして、全ての作業が自賄いで

きなくなったということで、陸別町におきましては、土づくり、草づくり、牛づくりの

全ての作業についてアウトソーシングの体制が整ってきております。これは農協はもち

ろんのこと町の支援と指導、協力によって実現されているということは言うまでもござ

いません。土づくりにつきましては、農業基盤整備事業等による土地改良、草づくりに

ついては草地更新事業、コントラによる耕起、播種、防除、刈り取り、出荷からサイ

レージ調整までの作業の充実、またＴＭＲセンターによりサイレージの一括調整とＴＭ

Ｒを各農家まで配達するということで、酪農家の餌づくりの簡素化。牛づくりにつきま

しては哺育センター、育成センター、畜産センターが完備されております。乳牛の管理

につきましては、ＩＴ、ＩＣＴ化によりロボット搾乳と繁殖管理の導入等によりまし

て、酪農家の作業は飼料の給与と乳牛観察、搾乳が主な作業となってきております。ま

た、ヘルパー事業により、さらに労働環境も改善をされてきている状況でございます。 

　しかし、土、草、牛の全てのこと、この責任は酪農家自身にあるということは間違い

はございません。さらに陸別町のバイオガスプラントの稼働では、ふん尿処理と肥料化

などによりまして、土づくりにおいて酪農家の作業軽減、散布時の悪臭改善につなが

り、再生可能エネルギーを活用することでカーボンニュートラルを促進することでも、

酪農においては今後、重要な位置付けになると考えております。 

　北海道の大型酪農家では、現在危機的状況の中、全ての作業を自賄いにより対応し、

コスト削減に向かう選択をしている経営方針も出てきております。現状では、これら全
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ての作業をアウトソーシングに頼ろうとすると経営が成り立たないというのが今の現状

でございます。作業のアウトソーシングは効率化により経営の安定と過重労働、女性の

負担軽減を図る施策でございます。町長は厳しい状況を勘案したときに、農業経営の体

質強化支援策についてどのように考えているのか伺いたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　根本的に農業経営がきちんと、まず基盤がそこにならないと、

多分アウトソーシングというか、結局は自分でやったほうがいいになってしまいます

し、商売やっていてもそうなのですけれども、人を使わないで自分でやれば自分のお金

になるとか、でもそこに使うためには効率よくして売上が上がっていかなければいけな

いという構造になると思うのです。そこで楽しようと思ってアウトソーシングとか、そ

ういうことではないと思いますし、きっと効率化を図って収益を上げていこうというの

が、この今のお話したとおりだと思います。過重労働、女性の負担軽減とかという、い

ろいろありますが、やはり搾乳等する作業、本当に雨の日も風の日も暑い日も大雪の日

も、本当に３６５日作業をしているというところには、本当に頭が下がるなという思い

でいます。 

　その中で行政、町として何ができるのかということになってきますが、今御説明いた

だいたコントラクターとかヘルパーだとか哺育、育成事業だとか、様々なものがありま

す。ＴＭＲセンターだとかというものでシステム的にはなっております。じゃあそれ

が、経営が今よくなっていないから利用ができないとかという現状もあるのかなと。そ

こにはやはりお金もかかりますし、それであれば自分でやるという、この負のスパイラ

ルに戻っていくのかなと思っております。 

　ただ、ここにどういう政策を入れていくかということになっていくのですが、今現在

行われているのはヘルパー事業に対して７００万円の補助、これは私自身になっても続

けていこうと思っております。やはり休みがないと本当にきついのかなと。休んでいて

も、生き物を飼っているというのは３６５日頭の中にずっとあって、許される状況では

ないとは思うのですけれども、やはりそういう休みを取るには、このヘルパー事業に対

して、この７００万円はほかの他町村に比べてもそれなりの金額にはなっているのかな

と思っております。私、選挙でこういうふうに町長になりましたけれども、前任者のい

いところというのは続けていこうという感覚がありますので、ここでこういうものを削

減してだとか、何かをしてという考えはございません。なので、じゃあここまで来てこ

れをこういうふうになっているものに対して、本当にいるかという、いらないものは当

然、意味はないというものではないのですけれども、それは削らせていただくことは当

たり前のことで、ただ、ここまで今の政策の中で、今のヘルパー事業を取っても削減す

るつもりもありませんので、ただ、そこには負担があったりとか、その部分をもっと軽

減だとかということになるのですが、なかなかちょっと負担ゼロでとか、いろいろなも

のに行くのにはちょっと難しいかなと思います。経営をきちんと行くほうのところの政
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策をして、そこに利子補給だとか、先ほど言った１頭幾らだとかというものに対して

やって、経営をなって、そこでアウトソーシングをしてもらえるような体制で。このア

ウトソーシングのものに対しての補助をまた入れて、ただにしますとかとやると、なか

なか１回ゼロ円にしたりすると戻せないです。なので、そこはちょっと厳しいかもしれ

ないのですけれども、応分の負担もいただきながらアウトソーシングをするという形を

取らないと、やはりなかなか難しいのかなと思っております。 

　いずれにしても厳しい状況というのはまだ変わっていないと思いますので、先ほど

言ったように私たちが、行政ができることと、国に要望していく部分で、先ほどの中に

ありましたが、牛乳のシステムが自分たちで価格も決めれないというところになって、

やはり国とのいろいろなものも出てきますし、その辺もいろいろ要望していかなければ

いけない部分と自分たちができる部分を分けていきたいなと、そんな考えでおります。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　内容についてはよく分かります。アウトソーシングの利用に対

して経営改善を促進させるためには、まず一つとして利用者数を高めて料金を安くす

る、そのためには規模拡大が必要となる場合があります。二つ目としては、アウトソー

シング体制に対して資金的な助成がまた補助が必要となる場合がある。これらについて

は町がこれからいろいろ農協、関係機関と協議しながら進めていくというようなことで

よろしいでしょうか。 

　また、関係機関協力によりまして、この農業経営改善に向けて、総力で対応していた

だきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　ここで補助するとか、しないとかという議論はちょっとなかな

か難しいのかなと思いますが、当然農協と密にやらせていただいております。その懇談

だけでなくても、日々会えばいろいろなお話もさせていただいて、情報交換は瞬時にや

らせていただいている状況なので、本当にすぐやる政策はすぐやろうと思っております

ので、これが今なかなかアウトソーシングに対しての補助をどうのこうのとなると、な

かなか難しいのが今の本音であります。ただ、補助ということで、先ほど言ったヘル

パーに７００万円ということで、そういう形でやって何とか運営してほしいというやり

方かなと思っておりますので、この辺もまた意見交換しながら、詰めるものは詰めたり

とかしていきたいというのは考えにありますので、ここでどれを補助するとかという回

答にはならないのかなと思っております。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　それでは、三つ目の質問のほうに行きたいと思います。 

　担い手及び新規就農者の育成・確保について質問いたしたいと思います。 

　現在、８件の新規就農者の皆様方が陸別町に就農され、経営を営んでおります。この

厳しい環境と情勢の中、頑張っておられることに対しまして、深く敬意を表すところで
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ございます。 

　陸別町の生乳生産は、令和４年度では４万２,２７３トンの販売実績があり、生産抑制

の関係で令和５年には４万８６８トンの計画をしている状況でございます。今後のため

に生産基盤を強化し、経営の安定化を図り、農家戸数を増やし、生産量のアップを目指

す必要があると思っております。 

　現在、酪農家戸数は３５件と聞いておりますが、今まで離農した多くの酪農家は後継

者が確保できずに離農せざるを得ない状況で離農をしております。今、営農している酪

農家の後継者は、この生産抑制や経費高騰が続くとともに、牧場で働く労働者が確保で

きない状況が続きますと、過重労働により外に出て息抜きをする時間がなくなります。

これにより、後継者がパートナーと出会う機会もなくなることで、将来的な営農継続が

困難な状況になるのではないかと私は不安であります。 

　陸別町については、新規就農者確保と併せて、後継者の育成、確保とパートナー探

し、それにさらに牧場労働者確保対策も重要な課題であると推測をしているとことでご

ざいます。新規就農者確保については、数名の陸別町に就農した酪農家に陸別町の就農

受入体制について聞き取りをしております。そこでは、一つとして、受入事務局が役場

なのか農協なのか、指導体制を明確化してほしい。二つ目として、最初から就農者の受

入農家を確保して、その酪農家で研修をさせてほしい。三つ目として、陸別町の酪農の

魅力と放牧などの飼養方法の選択肢のアピールに欠けている。四つ目として、放牧に関

して農地取得と農地の集約化を考えてほしいなどの意見、要望があり、陸別町への就農

アピール、資料作成と受入、指導体制を確実にする必要があると思ったところでござい

ます。 

　そこで町長に今後担い手及び新規就農者の育成確保施策の今後の考え方についてお伺

いをしたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　前回の一般質問でも答えさせていただきましたが、新規就農

フェア、トップセールスということで組合長とも行かせていただきました。そこでの感

想なのですけれども、今工藤議員おっしゃったとおり、放牧、隣が足寄町さんだったの

で、なかなか陸別町のところに人がやって来ないのも事実です。ああいうフェアに行っ

たときに、いっぱい人がわっと来るのですけれども、先ほど言ったように、広告不足な

のか、何なのかというのは、どういうふうにしたら立ち寄ってくれるのだというところ

から始まりまして、やはり足寄町さん隣だったので、放牧がやはり今すごく人気という

か、それで今、先ほどのお話のとおり、放牧酪農が今ちょっと経営的には規模が小さい

と言ったらあれですけれども、それが今ヒットしているというような話だと思うので

す。その中でどうしていったらいいかということも、その日に結構組合長ともお話をし

てお勉強になったのですが、やはり受入体制、工藤議員言うとおりだと思います。その

受入体制の中に、これ、今１と２の質問でよろしいですよね。 
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（「はい」と呼ぶ者あり） 

○町長（本田　学君）　まず、トップセールスということで、それはやらせていただき

たいなと思っております。受入のほうにやはり後継者がいないところには、今の新規就

農者との、やはりマッチングさせるというのが前提にあるのですが、事業承継というこ

とだと思います。ただ、やはり住んでいるところとセット、やはり牛舎だけがあってそ

こに来るということではなくて、やはりそことセットという、お家もセットということ

になっていくと、かなりちょっとデリケートな話になってくると思うので、そこに住ま

われている方もいますし、もう離農された方で牛舎がありますよ、じゃあそこに新規就

農で入りますと言っても、やはり町から通うようであれば、とかというお話にやはり新

規就農の方の希望者が来たときに、やはりそういう部分もなってしまうので、そういう

環境づくりもまず必要だと思うのですけれども、やはり住んでいる方がいらっしゃいま

すので、出ていってくださいにもなることでもないと思います。ただ、希望、来る方の

希望は、やはり牛舎とお家とセットでそこで就農したいという希望は、そのときにはや

はり言われたので、これをどういうふうにやっていくのかなというところは、やはり農

協とも協議していかなければいけない話だと思います。 

　宣伝は宣伝でとか、新規就農に行ったときの、どういうアプローチしたらいいのかと

いうのは、これは僕たち自身、産業振興課長もいますが、いろいろ研究していかない

と、インパクトの強いブースをつくっていくとか、こういう町ですよだとかいうものを

もっともっと研究していかなければ立ち止まってくれないのかなと。 

　そのときには１発目立ち止まってくれた人がいなかったのですけれども、隣の足寄町

さんから紹介を受けて、陸別町さんも聞いたらいいですよみたいな紹介を受けて、そこ

でお話をする機会をいただいて、何とか３組とか、そういう人たちが来て、来てくれれ

ば当然ほかのブースには町長も組合長もいるわけでもなく、僕たちのところだけがいる

ので、名刺交換すると皆さんびっくりして、町長ですという感じで。それが狙いで行っ

てるのですけれども、何を言わんとしているかというと、働く場所があって、まず、整

備されたとしても、その人が生活していくのにどういう町なのかということが分からな

ければいけないのではないかなということで、やはり農家の、その農業系のことには組

合長がすぐいますよとか、町のことで何か起きたら町長が直接ここでお話できますよと

いう、そういうアプローチをしております。 

　そこには先ほど言ったように、住んでいる住宅とセットということになっていくので

すが、その環境整備等々をやはりコーディネートしていくには、先ほどおっしゃったと

おり、役場なのか農協なのかという窓口。工藤議員がいつもおっしゃっていることだと

思うのですけれども、窓口がちゃんとなっていませんよと。実際、役場の中は新規就

農、農業者にかかる、先ほど言った婚活事業、そして後継者対策、労働者確保対策は産

業振興課、移住に関することは総務課、役場の中でもこういうふうに分かれております

し、当然ほかの町の人たちが来て、こういうことでお話したいのだったら、はい、これ
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は産業振興課ですよとか、そういうのって来た人ってあまり関係ないのですよね。役場

に来たということだと思うのです。そこでどうやってマッチングさせていくかというこ

とになるのですが、今までも新規就農については、農業委員会、農協、普及センター、

ＮＯＳＡＩと連携して、新農業人育成指導委員会というのを設置してやっているのです

が、それはそれのこととして、今後近隣の町村で、そういう民間の方たちとの、民間事

業者が移住と就農を一緒にした窓口でやっている事例もありますので、そこをちょっと

参考にして、これからどうあるべきかというのをちょっと整理させていただきたいな

と。僕自身も入って４か月なり何なりなっているのですけれども、やはりちょっと違和

感もある部分もあるのかなと。担当はもう一生懸命、自慢するわけではないですけれど

もやっています。これはもう皆さん個々にやっているのですけれども、そこをどうして

いこうかなというのは同じ気持ちでいますので、ちょっと研究をさせていただきたいな

と思います。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　新規就農体制につきましては、私はやはり４０件の生乳生産、

酪農家が陸別町には必要であると思っております。これは農協を守ることにもつながっ

てくると思っております。後継者の育成、また確保を新規就農者確保に力を入れていた

だきたいと思っております。 

　もう一つ後継者について、約３２年前になりますけれども、役場内に後継者対策室と

いう部署がありました。新規就農者、後継者対策、労働者対策を積極的に行うために

は、まさに今後継者の対策室というような部署を設けて、地域産業の後継者と新規産業

への参入、独身者のパートナー探し、労働者確保対策、外国人労働者確保と調整を兼ね

た陸別町への移住促進を考える窓口、これをつくったらどうかと私のほうから提案をさ

せていただきたいと思います。 

　新規就農者の確保は特別重要な問題であるということから、窓口を一本化することで

新規参入者、就農者、相談機能が確立され、さらに陸別町への移住の窓口にもなると考

えますが、これについて町長のお考えを伺います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　３２年前、私は二十歳のときなのでよく覚えております。後継

者対策室でいろいろな婚活事業だとか、音楽を、バンドをやってくれだとか、いろいろ

なことで頑張ってやっていたところのことも覚えております。今課をつくればいいと

か、そういうことが浮かんでいるわけではないのですけれども、貴重な御意見として伺

いたいなということであります。 

　農業以外にも、今、今日は農業の話なので特化してお話させていただいていますが、

これはもう町全体の話になってきます。後継者、いろいろな今事業承継の関係で町の商

店街のことだとか、当然頭にも入っていますし、これからどうしていったらいいのだと

いうところもありますので、全てのことを引っくるめた中の農業というものになってい
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くのかなと、そういうふうに後継者対策室とか、そういうものをつくるのであればとい

うことです。それが、そういう後継者対策室をつくればいいかということは、ちょっと

今回答はできませんが、今の問題点の中でどういうふうにしたらスムーズにいくかとい

うことを考えていきたいなと思っております。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　恐らく関係機関との話をいろいろ聞いた中で、町長はこれを進

めていきたいと、私も考えておりますけれども、どこかで町長がリーダーシップを発揮

して対策を実施するものと思っておりますので、何度も言いますが、これはスピード感

を持って対応していただきたいと思います。 

　最後になりますけれども、有害鳥獣対策の充実について質問をいたしたいと思いま

す。 

　有害鳥獣対策につきましては、第６期総合計画につきましては、エゾシカ等による農

産物の被害を防止するため、関係機関、団体との連携の下、鳥獣被害防止対策を推進

し、生産性の維持・向上に努めますと記入されております。酪農家、また林業関係者に

とっては重要な問題だと思っております。 

　酪農家に聞きますと、エゾシカとヒグマの被害では、飼料用トウモロコシでは約１割

ぐらいは被害に遭っているだろうということでございます。陸別町の飼料用トウモロコ

シの作付面積は８３５ヘクタールでございますので、その１割は８３.５ヘクタールでご

ざいます。１０アール当たりの収量が少なく見て５トンだとしますと４,１７５トンの飼

料用トウモロコシが被害に遭っているということになります。４,１７５トンの使用料ト

ウモロコシをサイレージに調整した場合の１キログラムの現物単価は、一般には１２円

から１５円ぐらいで流通されており、現物単価を安い価格の１２円で計算しても約５,０

００万円の被害を被っているということになります。これは飼料用トウモロコシだけの

単純な被害額の計算でありますけれども、草地を会わせると１億円を遙かに超える被害

になるのではないかと推測をいたします。 

　何よりも大きな問題は、飼料用トウモロコシのエゾシカ、ヒグマの被害による減産分

を輸入粗飼料の購入により補うということになれば、現在の輸入粗飼料の価格では、乾

物１キロ当たり１００円を超える価格でございますので、現実的には大きな出費になる

という状況であるということでございます。 

　中山間地域等直接支払制度により、町からも２５％の交付をしている状況であります

が、シカ柵維持管理費として、令和元年には約４００万円の修繕費を計上し、修繕し、

令和４年では交付金額が４,６００万円と減額され、シカ柵修繕には５３８万円を計上

し、シカ柵修繕に対応している状況であると聞いております。減額の理由については所

等制限により十六、七件が対象になっているということだそうですが、中山間地域等直

接支払制度の趣旨に私は考えさせられるところがあると思います。さらにハンターによ

る駆除なども対応していただいてはいるものの、出没して被害に遭う時間は夜であり、
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発砲はできない時間帯でございます。 

　昨日、決算におきまして、令和５年度は９７５頭のシカが駆除されましたが、シカの

被害は増える一方で、駆除の奨励金について、令和６年度に上げるべきではないかとい

う要望を昨日させていただきました。関係機関協議の上、ぜひ対応していただきたいと

思います。 

　また、猟友会の組織内で駆除制限があること、駆除制限の見直しを検討していただか

ないと、町内ハンターの高齢化などから繁殖能力の高いと言われるエゾシカの被害は増

えるばかりの状況だと推測をいたします。このことは町長も既に十分御承知のとおりだ

と思いますけれども、エゾシカ、ヒグマの農産物被害対策について、非常に難しい問題

であることは承知の上でございますが、今現在何らかの対策を考えているのか伺いたい

と思います。 

○議長（久保広幸君）　工藤議員に申し上げます。 

　所要の工藤議員に与えられた時間が迫っておりますので、通告の②の質問も併せてし

てください。 

　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　このシカ柵問題につきましては、問題はシカ柵内に多くのエゾ

シカが生存しているという状況にありまして、シカ柵内にエゾシカと我々町民が共存し

ているという状況にあるということだと思います。駆除については発想の転換が必要だ

と思います。例えば、これは私が考えたことですので、シカ柵内にシカにとって水があ

り、餌があり、快適な環境の中でシカ牧場を町内で数箇所つくり、シカにその牧場に自

ら歩いて入ってもらい、牧場柵は入るのは簡単に入れて、入ったら出れない仕組みにし

てシカを隔離するシステムを考えたほうがいい。これはあくまでも私が考えたことでご

ざいますので。現在、陸別町はエゾシカの肉を「りくべつ鹿ジンギスカン」、「りくべ

つ鹿ジャーキー」、「味噌漬け」、「鹿しぐれ」などに加工し、陸別町の特産としてお

ります。シカ牧場と位置付け、飼育も考えた新たな産業へと位置付けることも可能では

ないかと思いますけれども、併せて町長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　まず、シカ柵、平成１２年以降設置が始まりまして２０８キロ

であります。先ほどもおっしゃっていましたが、経年劣化とか倒木などにより破損箇所

が多く見られているところでありますが、中山間陸別集落の事業によって改修しており

ますが十分ではありません。御承知のとおりだと思います。これを更新していくとなる

と、１,０００万円くらいかけても２.５キロくらいだとかという、本当に現実的ではな

いような数字も今あります。本当に穴空いたところを直していく作業ですが、これもい

たちごっこのような感じで、もう一気にやらない限りはどっかこっかから入ってくると

いう状況で、今ちょっと手に負えない状況であります。この辺も国の事業を活用してと

いうことで、いろいろ今、大規模改修というのはもう国のほうでやっていただかない
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と、なかなか町でやれる状況ではないのかなと思っておりますので、調査を今しており

ます、このシカ柵の件については。 

　それと、あとハンター、１頭、先ほど言ったのは月１０頭までということだと思うの

ですが、上限、この辺も今までも猟友会とお話をしながら頭数を決めてきている流れが

ありますので、猟友会の皆さんとどうしていったらいいかということを協議しなければ

いけないかなと。この頭数を増やしていくのには、後の処理のこともありますから、そ

の辺も猟友会とお話しなければいけないと思っております。ハンターの養成について

も、狩猟免許等には取得に町からも助成もしておりますので、できる限りの範囲のこと

は町としてはバックアップしたいと思っているところであります。 

　それと、囲い網、大体２０年くらい前に、ちょっと正確ではないのですけれども、今

思い出したのですけれども、阿寒町でエゾシカーバーガーだとか、いろいろ養鹿事業に

対して始めた頃から、罠を入れて、そこで飼って、餌をわたして、そこで加工していく

というのを、僕のお友達が、青年部のお友達がやった経緯があります。続かなかった原

因は、やはりちょっと採算が合わないということでいったのですが、やはりジビエの流

れとしては最先端をいって、今のおっしゃるとおり、入れてやるのも一つの案かなと

思っています。ただ陸別町は四方にありますので、１箇所では意味ないと思いますの

で、やはり４箇所なりということになると、またどういう、網の経費がどのくらいかか

るのだということになっていきます。この政策は町全体の中でシカの被害に対してどう

やっていくのかということを議論しながらいかなければいけないのかなというところで

ありますが、アイディアということでどんどん言っていただいて、また研究して、今ど

うできるのかという話をしていきたいなと思います。 

　そこで、シカをこれから獲ります。１日１０頭でも２０頭でも獲れたとして、その後

どうするのだという話です。いろいろな今特産品の流れもありますが、駆除と養鹿事業

ということで二つに分けて考えてみると、養鹿事業でいくと年間で３００頭くらい。こ

こも出口対策ではないですけれども、これから地場産品をどうしていったらいいのかと

いうことを、やはり獲るは獲ったけれどもどうしていくのだという話にならなければい

けない。やはり冬のほうが肉がいいと思いますので、その時期で。じゃあ夏はどうする

のだとなっていったときに、今度駆除ということになると、近隣町村でやっていること

を調べたら、大空町でやっている例なのですけれども、湧別のほうにレンダリング施設

というものがありまして、処理してくれるところがありまして、保管場所をこちらに置

いて、１５頭くらい入るのですけれども、それを持っていってくれるということで処理

してくれるということで、レンダリング施設というのがあります。処理費に５,５００

円、１頭に対して。運搬料が４,４００円です。距離感からいくと、これ大空町の事例な

のですけれども、陸別のところから小利別当たりにそういうものを置いて、そこで溜

まったら持っていってもらうという、距離感的には大体いいところなのかなと思ってい

るのですけれども、大体こういう１万円何がしかの１頭に対しての処理費用。そして電
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気代、保管場所には保冷庫ということになりますので、年間で十数万円の電気代という

ことであります。ここまでは、あ、なるほどなと思うのですが、そこに運ぶのにどうい

うことをしたらいいのかという話に、山で撃って駆除するのに、それをどうやって運ん

でいくのだということが一番の問題になるのかなと。ただ、今の養鹿事業にしても、駆

除にしても、出口の中のちょっとした光は見えることなのかなと思うのですけれども、

ここもやはり運転手の問題だとか、そこにどうやって運ぶのだとか、あと売る物をきち

んと確立していってどうしていくのかなという話をしていかないと、その出口の話もし

ていかないと、駆除しましたは何もできませんでしたとかということになると、ちょっ

とまずいのかなと思うので、やはり全体の町の政策として、いろいろ詰めて考えていか

なければいけないことかなと。 

　ただ、今すごくこうやって被害を被っているというのは重々承知の上でのお話なの

で、やはり国にやっていただくことだとか、そういうのはもう、どんどん要望していき

たいなと思っております。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）　それでは、時間でございますので、最後に、いずれにしても各

関係機関協力して、これもスピーディーに対応していただきたいと思います。 

　これで私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（久保広幸君）　午後１時まで昼食のため休憩といたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後１２時０６分 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時００分 

○議長（久保広幸君）　休憩前に引き続き、会議を開きます。 

　一般質問を続けます。 

　１番濱田議員。 

○１番（濱田正志君）　私の一般質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

　通告書にあるとおり１番から進めていきたいと思います。 

　２０２４年問題に関する町発注事業の対策についてお聞きしたいと思います。 

　２０２４年、来年度から時間外労働の上限規制が適用されまして、陸別町においても

該当事業所が多数あると思われます。 

　基本的に週休２日や時間外労働は月４５時間以下となり、現在より縮小される形には

なるのですけれども、時給や日当という形で働いている方も多く、このような工期の設

定になると収入の低下にもつながることが考えられます。 

　収入の低下につながれば、労働者が環境を変える原因にもなり、離職ということも考

えられます。そのため、各事業所は今現在企業努力により、別の現場に行ってもらうで

すとか、そういうことで対応しておりますが、昨今の材料費の高騰などにより、なかな
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か厳しい現状にあると思います。 

　それで、陸別町より発注している事業は町内のインフラ整備ですので、町民の生活に

必要な事業と私は考えております。町民の生活を守る事業として必要なものであり、事

業所への負担軽減も含め、このような工期の設定をした場合の事業費の積算ですとか、

このようなことを検討していくことが必要と考えられます。 

　年内には来年の予算の構想を立てなければならないと思いますが、現状の状況を汲ん

だ予算の設定について、どのように考えているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　働き方改革等々の来年の令和６年４月からの件についてという

ことでありますが、この背景には、やはりどの業種もそうなのですけれども担い手不足

というところで、どうしていったらいいのかという議論がされてきたのかなと思ってお

ります。今日は建設業という話なので、そこからいきますと、どうしてこういうことが

起きてきたかということで、平成２９年３月、総理大臣が議長となり、働き方改革実現

会議というのが開かれ、この会議で策定されたものが働き方改革実行計画という中の建

設業における適正な工期設定、適正な賃金水準の確保、そして週休２日の推進、そして

休日の確保ということで議論されてきております。令和元年の労働基準法の改正により

まして、令和６年４月１日から罰則付きの時間外労働規制が適用されるということで、

もちろん陸別町においても、この国の取組の指針に従っていくということであります。 

　今までも町発注の工事等の工期につきましては、陸別の状況を勘案して、工期の設

定、短くならないようにというか、いろいろな状況を勘案して工期の設定が行われてき

ております。そして物価高についても、その都度対応しているところでありまして、今

回こういうことでどういうふうにしていくのだということだと思うのですが、担い手不

足というところからありまして、あと工期の設定、休日、そのことに関して町の発注工

事をどうやって積算していくのかという話だと思うのです。当然国の指針に従って、そ

ういう工期の設定をしていくつもりでありますし、資材高騰等の関係は予算組みのとき

も工事の積算もしますが、発注時においても北海道の積算基準を参照して、もう一度そ

こで見直して、やはりこれだけ何か月か、１か月なり半年なりの間に物価高も起きたり

とかしますので、そこはきちんと北海道の積算基準に従ってやっていくつもりでありま

すし、今までもそういうふうにやってきています。 

　ここで一番問題なのは週休２日の部分、整理していくと工期も資材の高騰もというこ

とはやってきたつもりなのですけれども、この週休２日の部分、これは工期を伸ばす、

例えば週休２日なら土日で、土曜日は休みにしましょうということなので、例えば４日

分あったり５日分あったりするところを、その工期を長くして、そこの分できちんと積

算するというのは、これもう国のほうで定められておりますので、そこはきちんとした

積算をしてやっていこうと思っております。 

○議長（久保広幸君）　１番濱田議員。 
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○１番（濱田正志君）　分かりました。 

　それでは、２番の質問に移らせていただきたいと思います。 

　地域おこし協力隊の採用についてです。現在まで陸別には何人もの地域おこし協力隊

が採用されてきました。任期を終え、起業されている方もおり、陸別町のＰＲに多大な

貢献をしてくれております。今後、陸別町の活性化には外部からの手助けは必須である

と私は考えます。外部から見た陸別町のいいところ、地域資源ですとか財産に新たな気

付きを与えてくれるのが外部から来た方のいい刺激にもなると思われます。 

　その中で、今陸別町では地域おこし協力隊の募集を中止しておりますが、今後それを

復活する気はないのか、採用の予定はないのかということをお聞きしたいのですが、人

件費も国庫の負担で上限が決まっておりますが出ることになっております。陸別町に負

担のないシステムですので、ぜひともこれを今後とも続けていってほしいなと思うので

すが、その辺はどうなのでしょうか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　地域おこし協力隊ということで、議員おっしゃるとおりホーム

ページ等々で今募集をかけていない状況であります。これがどうしてそういうふうに

なったのかということでありますが、まず今の現在の、これ平成２４年度から地域おこ

し協力隊ということで始まっておりまして、隊員の採用を行ってきました。現在までに

１３人隊員が着任しまして、５名が今陸別町に定住しておりまして、現在１名隊員とし

て活躍されているところであります。どうしてこういうふうになったかということは、

令和３年度に酪農支援推進員、それと陸別鉄道運行支援推進員、令和３年度に募集をし

ております。そして令和４年度には地域支え合い推進員の募集を行いましたが応募がな

かったのです。未採用となっているのですが、今酪農とか陸別鉄道、そしてこれ社協な

のですが、そこからの、関係機関からの要望もなくなったということで、前任者が、こ

れ４月からなので、そういう募集をしないという結論で今に至っております。 

　何が問題かと言うと、この地域おこし協力隊、議員おっしゃるとおり国の負担で全て

賄えるので、どんどん来てもらったらいいじゃないかというのも、それはそのとおりだ

と思うのです。今問題になってるのは、地域おこし協力隊の３年後の姿ということが一

番問題で、そこで定住、移住・定住してもらうためのプランをきちんと先に持って、そ

の人たちを募集して、こういうことだということで、ここで起業してもらうとか、そう

いうことが一番大事なのです。今の定着というか定住率というのは大体６５％くらいな

のです。陸別のこの数字からいくと、１３人のうち６人、１人入れて、１３人のうちの

５人が定住してもらって、今１人いるという状況でいくと、大体平均より下になってし

まっているのです。やはりマッチングしないということが起きまして、そこで一番問題

なのは、いろいろな鉄道にしても何にしても、こういう地域おこし協力隊がほしくて、

ここでこういう運転指導員なり何なりでやりたいという、その未来をきちんと持った中

の地域おこし協力隊というものをつくっていかなければいけないのかなとは思っていま
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す。 

　そこで何をしていかなければいかないかというと、待つということではなくて、要す

るに私自身がどこからも要望がないから募集しませんという考えはないのです。これか

らきっと事業承継だとか様々な、事業主さんとのいろいろなコミュニケーションもある

と思うのですけれども、先ほどのお話と続いていくところにあるのですが、やはり商店

街がなくなっていくとか、いろいろなことの中に、やはり地域おこし協力隊で入ってき

てもらって、飲食店だとか続けていけるというところも、いろいろな各地での事例もあ

ります。ただ、そこは事業主さんとの絡みがあるので、どういう募集をして３年後にそ

こを承継してくださいとかという、そういうプランを持って募集をしなければいけない

かなと思っています。ただやみくもに人が足りないから、ここに地域おこし協力隊を来

てやってくれというのは、そういうふうにやっている町もあるかもしれないのですけれ

ども、今これだけのことになって国の金だからいいということではなくて、きちんと３

年後の姿を見たところで募集したいなと思っているのが今の形なので、これから募集し

ないとか、今はこういう状況で前任者から来たことでそういう政策の中に今ストップし

ているところなのですけれども、今何が必要で地域おこし協力隊を入れたらどういうふ

うに３年後にどうなるかというやつは、今検討して、これから、来年度に向けてになる

のか、来年度までに何かが起きて、すぐ募集かけるということであれば、すぐ対応はし

たいなと思っているところであります。 

○議長（久保広幸君）　１番濱田議員。 

○１番（濱田正志君）　お考えは分かりました。 

　その中で、基本、地方自治体から募集をかけるという形にはなると思うのですけれど

も、そのプランの策定というのを民間に投げるとかという形は考えていないのでしょう

か。これは、今現在地域おこし協力隊というのも２１年度から始まったシステムなので

すけれども、これ自体も今、令和２年になって１１年で、今現在働いている方は６０倍

まで増えています。その中で団体数も３４倍まで増えております、当初より。その中で

やはり地方がもうこういった人材が必要であるという状況がもう数字に如実に表れてい

ることだと思うのです。中には、隊員の４割は女性でしたりとか、隊員の７割が２０代

から３０代という若い人たちというデータもあります。こちらの方が、先ほど町長も

おっしゃられたように、６割方が定住しているということになっています。その中で、

町ではなく、近隣の住民に定住しても定住という形というデータにはなっていますの

で、それは陸別町だけに限ったことではないと思います。 

　その中で、あと、先ほど農業支援という話もありましたけれども、こちらも北海道近

隣、近くで言いますと、最近ですと鷹栖町とか、農業支援で来られて、民間の農業、農

家さんに入られて、そのまま従事されて、ノウハウを覚えて、自分で独立されている方

もおります。そういうようなことも、先ほど工藤議員が一般質問でされたように、今後

の担い手不足への拡充という形にもなるとは思います。 
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　このようなことを、まず町側が要望されればというわけではなくて、今まで町のほう

から民間の企業様に地域おこし協力隊をほしいですかとか、そのような通告がなかった

ように思われるのですけれども、私も企業人として会社経営していますので、そのよう

なのはなかったと思うのですけれども、その状況で待っている形というのはちょっと話

の内容が矛盾しているのではないかなと思いますし、自治体主導になりますと、やはり

民間との考え方のずれですとか感覚のずれが出ると思います。それで、先ほどのような

事例でずれが起きていなくなってしまったという事例は実際発生してはいるのですけれ

ども、そこを完全に民間のほうに委託して、そういう策定をしてもらうと。今後そうい

う事業があります、これから事業を起こしたいので、今後こういう募集をして人がほし

いですと、それが実際どうなのかというのは自治体のほうで判断しなければいけない部

分であるとは思います。でも、その部分を委ねるという考えはないのでしょうか。お聞

きしたいと思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　いろいろな手段を使ってやっていかなければいけないなと。も

ちろん僕たちだけの頭の中のことでは限界がありますので、それを民間に何でも全部委

ねるとかということも一つの方法かもしれません。それは貴重な御意見として伺ってお

きますが、現時点での状況としてはそういう状況だったということで、今まで民間のと

ころに聞きに回っていたかどうかというのは僕自身もよく分からないのですけれども、

現状がそういうことだったということで、やはり待つスタンスはよくないなというの

は、多分議員おっしゃるとおりのことで、こちらからもどういうことが必要なのか、先

ほども説明させていただきましたが、今待っている状況ではなくて、今この状況ではだ

めだなと思っているので、何か、この地域おこし協力隊という人たちが来て、陸別を盛

り上げてもらうためにはどうしたらいいかということは考えております。手段として、

今の行政だけでやるのではなくて、民間の形でという案であれば、それも検討の余地は

あるのかなと思います。 

　それと、農業支援なのですけれども、地域おこし協力隊で農業ということで、いろい

ろなアプローチもして、地域おこし協力隊の方に、要するに新規就農とかというのも今

までやってきたこともあるのです。そういう方は、やはり新規就農というほうの形で

採っていこうという形で今もうなっています。そちらのほうが町からのいろいろな支援

金とか、そういうものも今充実させていますので、地域おこし協力隊で農業支援という

形も別に取れなくはないのですけれども、そのときの反省点のときに、それは新規就農

のほうがいろいろ来る方たちにとってもいいのではないかなというところもあります。 

○議長（久保広幸君）　それでは、一般質問を続けます。 

　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　私の一般質問については、６月の定例議会のときに新町長の行

政方針中にあるゼロカーボンの取組についてという決意を述べられております。そう
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いった中で、ゼロカーボンの形が今環境省の中で取り組まれている、このことについて

は東日本大震災以降、原発の稼働が停止されたりして、原発がこれからも人間としてと

いうか、社会的にも共存できない形で自然エネルギーを構築しようという動きで、この

ゼロカーボン。もちろん化石燃料などを使うことによって地球の温暖化になる。しか

し、自然エネルギーを使うことによって、それを削減できるというのが今回のゼロカー

ボンの運動の仕組みだと思うのです。そういった意味で、私は今回、９月定例会でこの

ことについて取り上げていきたいと思いますので、よろしく御答弁のほどお願いしま

す。 

　町長が行政方針の中でゼロカーボン実現に向けて特定目的基金を創設し、また将来の

ために事業を取り組んでいくという、そういう決意があるということは、僕はすばらし

いと思うのです。そういった意味で、通告に一つずつ、七つまで出しているのですけれ

ども、そのことについて実現可能な形をやはりお答え願いたいと思いますけれども。 

　その前段で、このゼロカーボンの取組の中で環境省でかなり有利な交付要件なのです

けれども、大きいときは４分の３、２分の１と。陸別町においては、ここに書かれてい

るのに財政力指数が１以下ということ、そういうところはこの事業を取り組めるという

ことでいくと、当町は令和４年の昨日の監査の報告書の中にもありますように、財政力

指数は０.１６から０.１７、いわゆるこの要件は満たしていると。そして、もちろん脱

炭素先行地域に申請していけば、この事業が取り組んでいけるという。そういった意味

で、もちろん全額助成なり交付ではないけれども、これを使うことによって、もっと有

利に陸別の、いわゆる持続可能なまちづくりの一つになるのだと思っておりますので、

その辺の事業の取組と今後の体制もお聞きしたいと思います。 

　まず一番先に事業の実現の形で通告しているのですけれども、既存の住宅に太陽光発

電と蓄電池付きセットで補助する考え方、事業として取り組む考えはないのか。また、

既存の住宅に対しての、寒い陸別の中で冬を過ごすために防寒対策としての窓枠または

二重のガラス交換にも補助する考えはないかについてお聞きします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　谷議員のゼロカーボンということで、考え方もきっと同じで進

んでいくのかなと思っております。ただ、これからいろいろ質問もありますが、どう

やって取り組んでいくかという段階に入ってきますし、これから計画をどうやって立て

ていくかという段階にも入っていくのかなと思っております。 

　そこで、太陽光と蓄電池のセットで補助ということでありますが、陸別町には平成２

４年３月２８日に要綱がつくられておりまして、太陽光発電の関係の陸別町住宅太陽光

発電システム導入補助金というのがありまして、これ２分の１の補助で５０万円。今現

在補助ができるのは、ここのこれかなと。ただ、蓄電池とかセットでしていくと、それ

なりの金額、数十万円から数百万円の形でなるのかなと思っております。ただ、今の流

れの中では、今の上限５０万円というのが、今これがセットでというか、太陽光を付け
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ただけでもそれなりの金額になりますので、この５０万円が高いか安いかというところ

になるかもしれないのですけれども、その５０万円という今の補助制度があります。 

　それと防寒対策ということで、窓枠。これもいろいろエコにつながっていくとか、熱

が逃げないだとかという発想だと思うのですけれども、これも陸別町の移住・定住促進

住宅建設補助金というのがありまして、これも上限５０万円です。今の名前がエコとか

ということではなくて移住ということなのですが、当然この窓枠とか、そういうものに

も全て対応できるようになっております。 

　今のゼロカーボンというか、そういうことでの枠組でいくと、ここにはちょっと違う

のではないかなということで、これで今、対処はできますよという話でお聞きしていた

だければいいと思うのですけれども、そういう５０万円というのがありまして、ここに

は条件として１０年住んでいただきたいとか、定住という、移住・定住対策の中の補助

金なのですが、今の現時点ではこのお金も使って、その窓枠をやった事例もあります

し、そういうことは今できるような状況であります。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　今、町長が述べられたことについては、このゼロカーボン云々

の環境省が設定する前に当町として先行した形で、そしてそれは、結局町独自の政策だ

と思うのです。すばらしいと思いますけれども、いわゆる限られた財源の中で交付金と

いうのか、地域脱炭素移行・再エネルギー推進交付金という、やはりそういうものを活

用することによって、いわゆる町の財政負担がなくなると思いますので、先ほど言った

交付要件の中にも、結局財政力が１以下であれば、５０％以下、０.５が全国的に財政力

指数らしいのですよね。それが一つの目安で。でも、当町は０.１６から０.１７である

ということは交付要件に満たしているので、どんどんやはり申請して、この交付金をも

らうことがより財政的にも、町民に喜ばれる、そういう事業だということを前提に申し

上げておりますので、今町長が言った点については、私はこういうものができる前にも

う、もちろん太陽光の補助金とか、あるいは窓枠のそういうこともしたと言うのですけ

れども、そういうものと合わせて、なお上乗せした形で町民に事業を実施していけば、

より町のためにもなるし、町民の形にもなると思うので、その辺鋭意取り組んでいって

もらいたいと思うのですけれども、その辺についてどうですか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　議員おっしゃるとおりだと思うのです。財源の話になってくる

ので、今まではこういうふうにやってきたと、例えば太陽光の話。後の話にもなるので

すが、再生可能エネルギー推進基金という形で持っていって、それをそこから抜くわけ

ではないですけれども、例えば、そこにいくと、また財源がまた違うのが来たりだとか

というこの工夫が必要だという意味だと思うのです。今までやってきたのはこういうこ

とでありますということで、これから脱炭素だとかゼロカーボンだとかというときに
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は、そういう交付金とかも当然視野に入れていますし、どういう形で町を持っていけ

ば、そういう交付金が当たるのかとか、そういう研究もしていかなければいけないと思

うのです。その中に、今の貴重な御意見だと思いますので、参考にしながら進めていき

たいと思っております。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　町長も昨日も言ったような、そういう形でやられている。しか

しながら、交付金といえども町の財政力から言って負担しなくてもいいということには

ならないので、その部分は余裕あった町民サービスに使えるということも前提に鋭意こ

ういうものをやっていくと。もうこのゼロカーボンについては、士幌や鹿追や、そうい

うところ、音更なんかも取り組んでおりますので、当町も今年の３月７日にゼロカーボ

ンシティという宣言をしたので、これから優秀な職員と共にこの事業を取り組んでいく

ことを望むわけで質問しているのですけれども。 

　次に二つ目の事業について、先の議員も言っておりましたけれども、バイオガスの取

組について。このことについては当町においては稼働して、まだまだ軌道に乗るのには

いろいろなハードルがあると聞いておりますけれども、これはこれとして、これは陸別

の畜産地帯における牛のふん尿におけるバイオガスということですけれども、当町にお

いては８割が森林であります。その森林の中で、山の手入れとか、そういう除間伐含め

て、当町においても、僕の記憶では５億円近い金を通じて、全道でも指折りなチップ工

場がございます。それをやはりチップのものを使って、暖房に使える、そういった方法

を考えることが私は必要ではないかと。チップであればなかなか燃えにくいとなればペ

レットにするとか、そういうふうにして。私としては、この形を、バイオマスを利用す

るのには、先日もふれあいの湯、公衆浴場ですね、それの簡単に言えば化石燃料、いわ

ゆる石油を使わないで自然エネルギーのバイオマスを使うことが、今後改築するという

か、考えていきたいと、担当者も言っておりますので、それに合わせたバイオマスを利

用するという、そういう方向を一つ検討してもらえませんか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　木質の関係ですけれども、今バイオガスも試験運転して始まっ

ているところです。なかなか維持していくのに厳しいのが現実の中にどうしていくかと

いう方向付けをバイオマスのほうは、家畜ふん尿がやっているところでありまして。木

質のほうですが、伊達市がプールの温室にするのにペレットだとか、多分そういうよう

な形の熱を利用したらいいのではないかなという話だと思います。チップとかペレット

だとか、そういう熱効率の問題もあって、やはりコスト、そこをやはり計算していかな

いと、当然ゼロカーボンシティということで、陸別町は森林の町で議員おっしゃるとお

りなのですけれども、それはそれで環境のことに関して設備投資をして、損得なしに行

くという考え方も一つあると思います。 

　ただ、やはり財源の問題の中から、そこに投入して、それがどうやって維持できるの
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だということもあるので、それが両立しないと一歩進めないなと。あと、間伐材の関係

もありますが、運ぶのに、同じ場所ばかりではないので、やはりここで運搬のコスト、

人員というか人手不足の中に、担い手、先ほどもお話ありましたけれども、そういうと

ころをクリアしないと、この事業には一歩進めないかなと。 

　ただ、これからゼロカーボンシティというものに対して、脱炭素というものに関して

は避けられない議論だと思っていますので、そこもひっくるめた中に、本当に大規模な

ことでなくても何かできないのかなというところをやはり探っていく必要はあるのかな

と思っております。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　今町長言ったように、私たち２年くらい前かな、伊達市に温水

プールの熱源をバイオマスでやっていると。私の記憶では下川にも、私任期中に１回

行ってるわけなのです。そこも、簡単に言えば公住の暖房とか、あるいは公共の施設の

中でおける、そういう会館なんかの暖房とか、それをバイオマスでやっているという実

例があるのですけれども、今町長言ったように、いろいろ何か事業やるときは必ずお金

がかかると。もちろんお金がかからなければできないことなのですけれども、それを少

しでも、私どもの町からの生な財源を使わないで、少しでも補助率のある、こういう事

業を積極的に取り組んで研究することが大事だと思いますので、町長今言ったように、

そういうことも少し視野に入れながらやりたいということですので、鋭意取り組んで

いってほしいと思います。 

　それでは３番目の新町２区の自治会館の駐車場を立体駐車場にして、２階部分に太陽

光と蓄電池を整備する考えはあるか。この２階部分というのはちょっと誤解を招きます

けれども、いわゆる駐車場に太陽光パネルを置いて、その下を駐車場にしていけば、あ

そこの空きスペースを、僕も角度見たらちょうど南向きのいい場所なので、あの面積で

太陽光のパネルを置けば、相当な発電と地域住民か、あるいは今後充電設備なんかをす

ればいい場所ではないかということで提案しているのですけれども、その辺はどうです

か。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　アイディアとしては貴重な御意見として伺いたいと思います

が、ちょっと現実的にはなかなか難しいかなというのが正直なところであります。新た

な施設をもし建てるときに、そういう太陽光だとか、そういう考えは検討する余地はあ

るのかなと思いますが、今もうあそこに駐車場ということで、太陽光パネルという考え

は現在は持ち合わせていません。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　先ほど言った環境省のマニュアルの中にも空き地、遊休地と

か、そういうような土地においては、こういうものをつくる場合には、さっき言った交

付金が出るよというメニューもありますので、有効に町の中であれば利活用はすごくい
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いのではないかと私は思って提案したのですけれども、今町長言ったようにいろいろな

ものがハードルがあるかもしれませんけれども、今言った交付金を利用できるのであれ

ば、そういうことでやっていってほしいと思います。 

　そういう意味で有効な土地、これは何も新町の駐車場だけではなくて、町有地でも空

き地があれば、少しでも利用すると。そして既存の住宅にも、戻るかもしれませんけれ

ども話が、屋根にパネルを置くとかという、そういう前段に言ったように、いわゆる脱

原発のエネルギーを使わないで自然エネルギーということで、これから太陽光パネルも

相当進化していくと思います。今あるパネルで何キロワットって私分かりませけれど

も、小さくても相当な力が出てくる、そういうものもあります。 

　僕の余談ですけれども、計算機、昔あったのですけれども、かなり大きい計算機の中

に太陽光というのか、光孔のあれあったけれども、今本当に小さい中でもちゃんと電池

なしで動くという。それは相当なやはり科学の進化というか、そういうものもされてい

ますので、相当な準備を今からしていけば、もっともっと陸別町全体で補えるくらいな

電気が自然エネルギーとして確保できると思いますので、すぐできることではないと思

いますので、将来的に向かって、そういう準備をしたらいいのではないかと思うのです

がどうですか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　様々な交付金を使ってやっていくというのはよく分かります。

落とし穴ではないのですけれども、必ず耐用年数が来て、２０年後だとか、今の太陽光

のことなのですが、その間にやはり交付金使って、何でも補助金使って立てた、その後

に老朽化が来て更新するときのこともまでもきちんと考えて、こういう多額なという

か、投資というのは考えないと、２０年後にまた交付金があるわけでもないので、そう

いう当たりも頭に入れながら、今フィットでやっていくとか、金額も下がってきたりと

かというものもありますから、そのバランスと交付金のバランスと、その後のことも、

立てればいいのだ、今の脱炭素やればいいのだということではちょっと済まされないか

なと、今現実にいろいろな庁舎の改修だとか、様々なことをやっているのを目の当たり

にして、やはり先を考えてつくることも必要ではないのかなというのもちょっと実感し

ておりますので、そこのバランスをきちんと取って、今のゼロカーボンということと

か、様々ほかのこともそうなのですけれども、今日はゼロカーボンのことなので、やら

ないといけないのかなということも頭にはあります。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　町長としては、すぐ目先に飛びつかないで慎重に物ごとを進め

たいという、そういう信念は、私すばらしいと思いますよ。だから、やはりそういうこ

とを十分先を見通した形で取り組むことが大事だと思いますので、私より若い人ですか

ら、十分そういうものも計算しながら、また優秀な職員と相談した上でやっていってほ

しいと思います。 
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　それでは④に行きますけれども、マイクロ水力発電の実現はということで質問してい

るのですけれども、このマイクロ水力発電というのは耳新しい言葉だと思いますけれど

も、これマニュアルによると、国の指針では、日本の法律では１,０００キロワット以下

と１,０００キロワット以上となっているのですけれども、マイクロという定義は１,０

００キロ以下の発電能力を持つもの、水力で、なるということが一応マニュアルでは書

かれているのですけれども、当町は山岳部で、あるいは利別川の上流なので、急流地帯

というのかな、川にしても何にしても、そこの中で水の流れを利用して小さい水力発電

をつくるという、このことについてはマニュアルによるとそれに取り組んでいる企業体

もすごくコンパクトな水力で発電ができるという。例えば、水道管の中に途中で、簡単

に言えば水道、当町もそうだと思うのですけれども、上トマムのほうから引っぱってき

て、途中であれだけの傾斜つけると減圧弁が必要なのですよね。多分、何箇所かあると

思うのです。その減圧する前に、この発電機を捉えて、併設の発電機をつけると、１,０

００キロ以下の発電が得ることによって、無駄のない水力のエネルギーを得られるとい

うことなのですけれども、この辺については、このマニュアルを見ると、全国的にも実

施しているところは少ないです。でも、そういうものを一つ取り入れるような方法の研

究というのは必要だと思うのですけれども、その辺について取組、ちょっと伺いたいと

思います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　マイクロ水力発電ということでありまして、本当に目のつけど

ころというか、すごいなとは思います。陸別町の公共下水道とか簡易水道とかありまし

て、既に今年度一度試算はしております。それで、公共下水道については落差がないの

で、ちょっと現実的ではないと。落差がなく、流量が少ないということで適さないとい

うことです。それと、あと陸別地区の簡易水道で条件のよいところの２箇所で試算して

おります。簡単に言うと、大体機械等が２,０００万円、あと諸経費が１,０００万円、

大体３,０００万円です。そのうち、半分は補助金が入ります。１,５００万円の設備投

資ということでありまして、そこの売電収入、年間の売電収入が２３万円ほどです。こ

れを耐用年数の２５、２３万円を２５年で掛けると６００万円なのです。じゃあ３,００

０万円のやつが１,５００万円補助あって、１,５００万円の投資をして、収入が２５年

で６００万円。９００万円の赤字が出ます。こういうことで現実的ではないのかなとい

うのが結論なのですけれども、マイクロ水力発電ということで、今の簡易水道と公共下

水道ということで、試算したものが今の結果で出ております。 

　このほかにどういうことができるのかということになっていくのですが、そこは今何

も持ち合わせていないところでありますが、他町村でやっている事例も様々あるのも確

かなのですが、仮に６,０００万円をかけてやったところもありますし、そこがどういう

ふうになっていくのかなというのもちょっと見極めないと、今の試算では９００万円と

いうことです。当然機械等々も更新しなければいけないので、それでは済まないという
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ことになりますので、やはり先ほどから言っているように、バランスも必要ですし、だ

けれども、そこで投資して、陸別町はこのゼロカーボンにいって、こうやって脱炭素で

いくのだということであれば、赤字とか関係なしに、そういうことで進むという一つも

あるとは思うのですが、現時点ではこういう試算が出ておりますので、今公共下水道と

簡易水道ということに関しては、ちょっと現実的ではないなというところであります。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　そういう試算までしているということでは、私分かっていませ

んでしたのですけれども、いずれにしても２０５０年までゼロカーボンの中で自然エネ

ルギーを活用すると。そして、今現在、原子力発電所は止まっています。動かすという

方向もあるらしいですけれども。やはり原子力発電所というのは相当な金がかかりま

す。国が今まで、簡単に言えば湯水のようにつぎ込んで、そしてその中で電気代を儲け

た人たちはまた湯水のように役員や、あるいは株主に配当していたと。そういった実態

のある中でのやはり原発の、いわゆる弊害というのか、今回だって処理水が海洋に投げ

ると、薄めればいいと、やはりなんぼ薄めても量を投げれば、やはりそれなりに影響が

私は自然環境に及ぼすと思うのです。そういった面で、やはり脱原発という、そういう

動きも考えたときに、将来的にこういう自然の中で、少しでもエネルギーを得ること

が、先ほど町長が言ったように、機械ですから、必ずいつまでも新しくないから更新も

あるけれども、やはり自然エネルギーという形でいくと、原発よりは僕はいいと思いま

すので、それは今後、自治体がかぶって、全部負担するというのはいかないというこ

と、町長が今言ったように、ものすごくそういう経済を考えた中で言っていると思うの

で、私はそういうことも含めて、慎重に取り組むことが大事ではないかなと、私は思っ

ていますので、町長が今言った試算までしているということについて、私知りませんで

したので、その辺鋭意実施するか、しないかについては、もっともっと詰めていってほ

しいと思います。 

　そういうことで、水力発電については終わりますけれども、そういうことで⑤の電気

自動車の充電設備の増設と、日産自動車以外のメーカーにも電機自動車購入時に補助す

べきではないかと。これは御存知のとおり、陸別町には日産自動車新車購入費助成交付

金というのがあるのです。その中で本体を購入する場合については、１,０００ｃｃから

２,０００ｃｃまでは２０万円、それから排気量は２,０００を超えるものは３０万円。

その下に、これ改正されてできたと思うのですけれども、電気自動車に関しては５０万

円。それから軽自動車については２５万円を、いわゆる助成するとなっているのですけ

れども、これは日産の車に限ってということになっていると思うので、私は通告したよ

うにほかのメーカーさんも脱炭素の目的を達する自動車については、これは本体はしな

くてもいいと思うのです。あくまでも電気自動車に限って、この金額がいいか、悪いか

は今後の、僕自身は何とも言えませんけれども、やはり日産以外の車も、今どんどん開

発されて出てきております。そういった意味でそういうものに適用できるかどうかにつ
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いて、ちょっとお伺いいたします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　充電設備等々、電気自動車の話になると思うのですが、かなり

高額なため、これからインフラ整備という形になっていくと、国のほうにも補助などを

要望していかないと、なかなか充電設備、今道の駅にもありますけれども、建てられな

いのかなと思っております。年間の大体充電設備の利用回数が、これ令和４年度、１１

４回、充電時間が５０時間、平均の充電時間が大体２５分か３０分くらいなのですけれ

ども、ものによってそれが満充電になるかというか、それはいろいろあると思うのです

けれども、一応そのくらいの今普及率というか、使用されているのがそのくらいのこと

であります。これから国のほうも脱炭素等々で電気自動車というものがどんどん開発さ

れていって、インフラ整備もまずしなければいけないところが、今の現時点ではそんな

にされていないような気もしますし、そこの流れを見ながらということがあります。 

　やはり、ちょっと整理したいのは、議員も今おっしゃったとおりなのですけれども、

日産との関わりの中に補助金ということが今陸別の政策として、政策予算としてなって

おります。これも前任者から来ていることで、僕はそのまま、これは継続して、やはり

日産とのつながり、やはりあそこのテストコースを着工したから３５年たちました。５

年前には３０周年記念ということで、テストコースで記念行事もやっておりまして、日

産さんから地域振興ということで本当に支援していただいていると思っております。そ

れはそれとして、日産の補助というのは補助で、その中に電気というのも入っています

が、これはこれの話でというところで、全てのメーカーにという考えはないので、ここ

の部分はこだわりたいと思っています。 

　ここからですが、ゼロカーボンシティの実現ということで、きっと議員おっしゃられ

ているのは電気自動車に対して、これからメーカー問わず補助をしていったらいいので

はないかという話だと思います。どういうふうに進むかというのは、今結論的には持っ

ていないのですけれども、そういうことも一部頭には入れておかなければいけないかな

とは思っています。ただ、やはり僕自身の中には、日産自動車という、陸別にこれだけ

の長い期間支援していただいているというところには、こだわりを持っておりますし、

ほかのメーカーがだめだとかということでもないのです。ほかのメーカーがどうだこう

だではなくて、この歴史上の中でこういうことだということはまず理解してもらって、

これからゼロカーボンに移るときに、電気自動車の普及だとかインフラ整備だとかとい

うのが、いろいろなものがきちんとなってきたときに、もう一度立ち止まって考えると

きもあるのかなという今の現時点の考えであります。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　今日、明日という、そういう問題ではないと思いますが、私も

そう思います。町長言ったように、一度立ち止まりながら、少しでも。話飛ぶけれど

も、今回のＷＲＣ、ワールドラリーのときに……。 
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（「北海道ラリーですか」と呼ぶ者あり） 

○６番（谷　郁司君）　北海道ラリーですか。それがどういうことなのか分からないけ

れども、今回優勝したのがトヨタで、前の社長である、トヨタの社長さんが陸別に来

て、デモンストレーションをやったとか。そういう、やはり今後どのメーカーに限ら

ず、やはりそういうものについては陸別も注目される場所になってきたのかなと私思っ

ています。会長がデモンストレーションをやったとき、アメリカなのかヨーロッパなの

か、ちょっと勝毎、新聞に、一つの新聞社の名前言って申し訳ないけれども、それによ

ると、すごくこの陸別のコースはいいと。そういう感覚で、今後どのように力を入れて

くれるか分かりませんけれども、そういうものもあるので、私は日産は日産でもちろん

テストコースがある、そして陸別の町を引っぱってきてくれたメーカーでもあるけれど

も、今言ったゼロカーボンという形でいけば、それにこだわらないで、もし開発された

車、これは何もトヨタとかそういうのではなくて、いろいろほかのメーカーも電気自動

車ということで開発していきます。今後ゼロカーボンということで、相当補助金が入っ

ていくと、メーカーも必死になって開発していくと思う。そうなったときに、今言った

ように陸別版の補助金というのを出していってほしいなと思います。それ以上、町長に

答えを求めても、今言ったように、一度立ち止まりながらまた考えていきたいというこ

とでありますので、そういうことでやっていってもらいたいと思います。 

　それでは６番目の関係で、ゼロカーボンシティ宣言を実現にするに当たり、計画策定

の際に、地域人材支援策を受ける考えはないか。これもこの環境省のマニュアルによる

と、そういう人材計画をつくる上で、人材を派遣するための費用は、この事業に、交付

金の中にありますよということを書かれておりますので、やはり限られた陸別の職員な

り人材をより新しい人材によって、またこういう事業を取組、そういうことを、先ほど

新規就農者の受け皿をやはりきちんとつくったほうがいいと同じように、このゼロカー

ボンをやる上での形というので、まず人材確保という、そういう事業に取り組んでいっ

てもらいたいと思うのですけれども、その辺はどうですか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　今のお答えの前に、先ほどのメーカーの、トヨタさんのお話が

出て、ちょっと余談なのですが、会長ともお話させていただきました。この３日間の間

に。陸別町が日産のテストコースもあって、全てが分かっていて、来ていただいて、そ

んなに心大きい人だなということで、それも重々分かっていて、何とかこういう小さい

町を盛り上げたいという気持ちで来ているのだよというお話もありましたので、一応基

本のところはこういうふうに持っていて、いろいろな、トヨタさんだけでなくても、い

ろいろなメーカーさんもあります。ラリーの歴史からいけば、スバルさんだとか、いろ

いろな歴史があって今トヨタになっていると思うのですけれども、それは全然、差別と

いう言い方が正しいかどうかは分からないのですが、柔軟な対応をして、もちろん相手

方さんもしていただいているし、僕たちも本当におもてなしというか、そういう心は忘
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れずにいっておりますので、その辺はよろしくお願いします。 

　今の地域人材支援策ということでありまして、来年度策定予定の地球温暖化実行計画

というのがありまして、これは補助制度を有効に活用しながら、これ今外部委託して、

この計画を進めていこうと思っております。現時点では、今の地域人材支援策を受ける

考えはありませんが、これを進めていく間に、そのときの状況に応じて、積極的に支援

の活用も考えていきたいなという段階であります。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　今言った外部委託で専門的な計画をつくる、そういうものも必

要だと思いますので、今後当町における計画を策定する場合、いろいろ言った小水力発

電にしても、現地調査とか、そういう計画なんかもいろいろあろうかと思いますので、

ぜひこういう面については、外部委託でもいいですから、きちんと交付金をもらながら

やっていってほしいなと思います。 

　そういった上で、７番目なのですけれども、仮称でありますけれども、陸別町ゼロ

カーボンシティ推進協議会、これは先ほど音更とか鹿追とか、そういうところでも実際

事業を進めている段階でこういうものをつくっております。そういった意味で、当町

も、先ほど言った人材の関係も含めて、こういう推進会議をきちんと形づくって、これ

は先ほど新規就農の人の受け皿がどうのということで、担当者が直接携わる面もあるけ

れども、継続的な形を取っていかないとだめなような気がするので、これもそういう形

で推進協議会を、優秀な職員と同時に町民の識見のある人たちと合わせて協議会をつ

くっていったらどうかなと思うのですけれども、その辺どうですか。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　まず、推進協議会の設立のところまででいいですか。再生可能

エネルギー推進基金、早期というのは後でいいですか。それは後でいいですか。 

○議長（久保広幸君）　今、谷議員の質問は推進協議会と基金のことも言いましたよ

ね。 

○６番（谷　郁司君）　追加して、お答え一つでもらうから。基金の話もします。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　すみません。推進協議会、先ほどの移住・定住の関係と新規就

農の関係とごたんになって話してしまったのですけれども。これは基金の関係、先ほど

町長が６月の行政方針の中に特定目的基金を創設しというのがあったので、僕はこれを

早急につくってほしいというか、つくる考えはないのかということで質問しております

ので、それと併せてお答え願います。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　協議会ですが、今ゼロカーボンシティ宣言から次のステップに

移ろうとしているので、ちょっと今協議会つくるかどうかというのはちょっと未定であ

ります。議員おっしゃられたとおり、ほかの町村でやっている事例もあります。手元の
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資料には大樹町でやった資料だとか、どういう組織つくってやったのかというのもあり

ます。きっとそういうふうになっていくのかなとは思っておりますが、ちょっと今、次

のステップに行こうとしている段階なので、ちょっと未定ということでお願いしたいな

と思います。ほかの自治体の情報交換をしていきたいと思っております。 

　それと私の公約で上げております再生可能エネルギー推進基金というお話であります

が、早急にということでありまして、来年度には設立したいと思って今準備をしている

ところであります。先ほど来、いろいろな御意見いただいていることもありますし、陸

別町としてどうやって進んでいくかと、ゼロカーボンシティの部分もありますけれど

も、目的基金として、先ほど言った太陽光だとか、そういうものもここの基金として、

見える化にして、きちんとこういうふうに取り組んでいますよという、その基金が必要

だなと思って、僕は公約に掲げて、これからの二酸化炭素の問題というものに対しての

基金を設立したほうがいいと。重複したりするような項目のこの基金のものも出てきて

しまうかもしれないので、いろいろな整理をしながら、これがどうあるべきかというの

をつくっていきたいということで今準備をしているので、ちょっと今年度には間に合わ

ないとは思うのですが、来年度には設立して、今の言っている、先ほどから地球温暖化

実行計画のほうと同時進行で流れていくのかなと思っておりますので、一応、着々と準

備は進んでおりますということを御報告申し上げます。 

○議長（久保広幸君）　６番谷議員。 

○６番（谷　郁司君）　最後の質問というか、私の考えで、町長が今言ったようなこと

で、着実にこれを取り組んでいくということ、これは今の地球温暖化から発して、原発

はもう人類では共存できないということが世界的にも実証されてきているという段階

で、自然エネルギーを使って、そして化石燃料を使わない、そういう地球をつくろうと

いうのが、この２０５０年までのゼロカーボンの仕組みだと思うのです。 

　そういった意味で、当町も自然豊かな町ですけれども、二酸化炭素出しても山があれ

ば当然吸収できるという実例もあるけれども、やはりそれだからこそ陸別が脱炭素に取

組、やはりそういう事業で、これは私は単独でやれということは絶対言いたくありませ

ん。国自身とか世界的、グローバル的な、やはりそういう取組でもありますので、遅れ

ないように取り組むことがよりＳＤＧｓというのですか、いわゆる将来的に持続する町

になると思いますので、その辺、町長のいろいろな、行政の方針にもあるようにトップ

セールスとしてどんどんやっていってほしいと思いますので、その辺の考えをもう一度

お聞きします。 

○議長（久保広幸君）　町長。 

○町長（本田　学君）　貴重な意見いろいろいただきました。この議会を総括するわけ

ではないのですけれども、何でも聞きますよが、こちらにも何も考えなくて、ただ聞き

ますよではだめだと思っているのです。こういう案を持っています、皆さんもどうです

かという位置付けをして、リードしていかなければいけないという考えがあります。何
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でもトップダウンで何でも行くということでもないと思いますし、でも、ときにはやは

り政治判断をしていかなければいけない部分がありますので、これから新しいものに

チャレンジするときには、必ず政治判断というものが来ます。でも、暴走するわけでは

なくて、先ほどから皆さんからの御意見をいただいた中に、また立ち止まって考えて、

そして皆さんにまた問いかけてという、こういうキャッチボールをしながら行きたいと

思います。でも全部が全部やれることではないので、ときにはできないということも政

治判断させていただきますが、御意見としては今のゼロカーボンに向けてということで

あれば、先ほどの様々なアイディアを参考にして、これから進んでいきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

○議長（久保広幸君）　これで、一般質問を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３　意見書案第２号国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書の提出

について 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　次に、日程第３　意見書案第２号国土強靭化に資する社会資本

整備等に関する意見書の提出についてを議題とします。 

　事務局長に意見書の本文を朗読してもらいます。 

　事務局長。 

○事務局長（庄野勝政君）　北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、国土の５分の

１以上を占める広大な大地と海に育まれた豊富で新鮮な食を強みに我が国の食料供給を

担うとともに、特有の歴史・文化や気候風土などを有しており、これらの独自性や優位

性を生かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実現を目指している。 

　こうした中、地域の産業を支える本道の道路を取り巻く環境は、激甚化・頻発化する

自然災害による交通障害の発生や、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震のリスクが増大

するなど、防災・減災・国土強靭化の取組が喫緊の課題になるとともに、道路施設の老

朽化や通学路等の安全対策の推進が大変重要となっている。 

　今後は、北海道の強みである「食」や「観光」に関連する地域が持つ潜在力が最大限

発揮されるよう、平常時・災害時を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安定的

な物流や広域周遊観光を支える道路の整備が必要不可欠である。加えて、積雪寒冷の本

道においては、安定的な除排雪体制の確保など、冬期間の住民の安全・安心を図ること

が必要である。 

　そのため、地方財政は依然として厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準が上昇する

中、道路整備・管理に必要な予算を安定的に確保することが重要である。 

　よって、国においては、国土の骨格を形成する高規格道路から国民の日常生活に最も

身近な市町村に至る道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進し、「防災・減災、国

土強靭化のための５か年加速化対策」をより一層推進するため、次の事項について特段
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の措置を講ずるよう強く要望する。 

　記。 

　１、道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の創設及び必要な

予算を確保すること。 

　２、「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために

必要な予算・財源を例年以上の規模で確保するとともに、５か年加速化対策期間完了後

も、昨今の地震・豪雨・豪雪などの災害の状況を踏まえ、国土強靭化に必要な予算・財

源を通常予算とは別枠で確保し継続的に取り組むこと。 

　３、高規格道路におけるミッシングリンクの解消及び暫定２車線区間の４車線化や、

直轄国道の連携によるダブルネットワークの構築など、国土強靭化に資する災害に強い

道路ネットワークの整備を推進すること。 

　４、橋梁、トンネル等の老朽化対策を推進し、予防保全による道路メンテナンスへ早

期に移行するため、維持管理・更新事業に必要な技術的支援の拡充や予算を長期的に確

保するほか、舗装修繕等の維持管理に係る制度創設や財政支援の充実・強化を図るこ

と。 

　５、地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、子どもたちの安全・

安心を守る通学路等の交通安全対策を強化・推進するとともに、冬期における安全な道

路交通を確保するための道路整備や除排雪を含む安定した維持管理の充実に必要な予算

を確保すること。 

　６、災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員

体制の充実・強化を図ること。 

　以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

　令和５年９月。 

　北海道足寄郡陸別町議会。 

　議長、久保広幸。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　次に、提出者の工藤議員から趣旨説明を求めます。 

　４番工藤議員。 

○４番（工藤哲男君）〔登壇〕　ただいま事務局長が朗読いたしました、国土強靭化に

資する道路整備等に関する意見書の提出に当たり、趣旨説明を申し上げます。 

　本案に当たっては、議会運営委員会において協議し、委員会全員の賛成をいただき、

また、議員協議会の中で説明をさせていただいているところであります。 

　それでは、趣旨説明をいたします。 

　本道の道路を取り巻く環境は、自然災害による交通障害の発生や地震等のリスクが増

大する中、道路施設の老朽化や通学路の安全対策、橋梁補修等、たくさんの課題が山積

みしております。 
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　今後は、北海道の主力産業である農林水産業をはじめとする食産業や観光業において

は、陸路を中心に道路が重要な経済の役割を果たしており、平常時・災害時を問わない

北海道を支える基盤の確立に向け、道路整備は必要不可欠であります。 

　国においては、防災・減災、国土強靭化のため、５か年加速化対策を計画的に推進し

ております。国及び地方財政は依然として厳しい状況下にありますが、北海道の経済活

動の復興に向け、国土強靭化に資する整備や管理が長期的にわたり継続できるよう、必

要な予算の確保をするためにも、特段の措置を講ずるよう強く国へ要請するものであり

ます。 

　このことから、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣に対し、意見を提出するもの

であります。 

　議員各位の賛同をお願いし、私からの趣旨説明といたします。 

　以上です。 

○議長（久保広幸君）　お諮りします。 

　本意見書案については、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

　御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　異議なしと認め、意見書案第２号を採決します。 

　意見書案第２号国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書の提出について

は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。 

　したがって、意見書案第２号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４　発議案第３号議員の派遣について 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第４　発議案第３号議員の派遣についてを議題とします。 

　お諮りします。 

　お手元にお配りしております発議案のとおり、９月２５日に総務常任委員会及び産業

常任委員会による大樹町への視察に議員全員を、１１月１４日に議会運営委員会による

浦幌町への視察に議員全員を派遣したいと思います。 

　御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本件は議長発議のとおり派遣することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５　委員会の閉会中の継続調査について 
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──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　日程第５　委員会の閉会中の継続調査についてを議題としま

す。 

　議会運営委員会、総務常任委員会及び産業常任委員会の委員長から、会議規則第７５

号の規定による申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

　お諮りします。 

　各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。 

　したがって、各委員会から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。 

─────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（久保広幸君）　お諮りします。 

　本定例会の会議に付された事件は、全て終了いたしました。 

　会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思います。 

　御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久保広幸君）　異議なしと認めます。 

　したがって、本定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 

　これで本日の会議を閉じます。 

　令和５年度陸別町議会９月定例会を閉会します。 

 

閉会　午後　２時０９分　　 
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　以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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